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成人年齢引き下げについて
　民法の改正に伴い、令和4年（2022年）4月1日より成人年齢が20歳から18歳に引き下げられますが、安中市

では令和4年度以降の成人式についても、これまで通り20歳を対象年齢とします。

　名称などの変更については今後も検討を行い、具体的に決まりましたら安中市ホームページや広報などで

お知らせします。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　防
止
の
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　成人式を迎える皆さん、新成人スタッフに参加してみません

か？思い出に残る成人式を自分たちの手で創ってみたいと思っ

た人はお気軽にご連絡ください。

成人式日程▶令和3年1月10日（日）
業務内容▶成人式の企画運営、司会、二十歳の意見発表など当
日のほか数回の事前打ち合わせ会議（第1回目　8月中旬開催を予定）を予定しています。

対象・定員▶平成12年4月2日生～平成13年4月1日生の市内在住または本市出身の新成人
10人程度

申込み期限▶７月10日（金）までに電話でお申し込みください。
申込み・問合せ▶□松 生涯学習課社会教育係（☎内線2243）

　昨年度の成人式の様子が安中市のホームページに掲載してありますので、そちらもご参

照ください。

　開催内容については新型コロナウイルスの流行状況を踏まえながら検討し、12月頃に

発送予定の案内状や、広報にてお伝えします。

令和3年成人式
新成人スタッフ募集します
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■  

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は

　
こ
れ
ま
で
に
人
に
感
染
す
る
「
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
」
は
、
７
種
類
見
つ
か
っ
て
お

り
、
そ
の
中
の
ひ
と
つ
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
で
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
は
自
分
自
身
で
増
え
る
こ
と

が
で
き
ず
、
粘
膜
な
ど
の
細
胞
に
付
着
し

て
入
り
込
み
増
え
ま
す
。
健
康
な
皮
膚
に

は
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
ず
表
面
に
付
着

す
る
だ
け
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
流
水
と
石
け
ん
で
の
手
洗
い
や
手
指
消

毒
に
よ
っ
て
感
染
力
を
失
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

  

■  

ど
う
や
っ
て
感
染
す
る
の

　
現
時
点
で
は
、
飛
沫
感
染
と
接
触
感
染

の
２
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
飛
沫
感
染
：
感
染
者
の
飛
沫（
く
し
ゃ

み
、
咳
な
ど
）と
一
緒
に
ウ
イ
ル
ス
が
放

出
さ
れ
、
他
者
が
そ
の
ウ
イ
ル
ス
を
口
や

鼻
か
ら
吸
い
込
ん
で
感
染
し
ま
す
。

※
感
染
を
注
意
す
べ
き
場
面
：
屋
内
な
ど

で
お
互
い
の
距
離
が
十
分
に
確
保
で
き
な

い
状
況
で
一
定
時
間
過
ご
す
と
き

②
接
触
感
染
：
感
染
者
が
く
し
ゃ
み
や
咳

を
手
で
押
さ
え
た
後
、
自
ら
の
手
で
周
り

の
物
に
触
れ
、
未
感
染
者
が
そ
の
部
分
に

接
触
す
る
こ
と
で
手
に
付
着
し
、
直
接
接

触
し
な
く
て
も
感
染
し
ま
す
。

※
感
染
場
所
の
例
：
電
車
や
バ
ス
の
つ
り

革
、
ド
ア
ノ
ブ
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
手

す
り
、
ス
イ
ッ
チ
な
ど

  

■  

感
染
し
な
い
た
め
に

①
手
洗
い

②
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

新型コロナウイルス感染症防止のため
ご協力をお願いします

3 つの密を避けましょう

新型コロナウイルス感染症支援策

新型コロナウイルス関連電話相談

換気の悪い
密閉空間

多数が集まる
密集場所

間近で会話や発声をする
密接場面

令和2年4月27日時点で、住民基本台帳に記載
されている人1人につき、10万円を世帯主に給
付（郵送申請の受付開始日から3か月以内）

貸付対象世帯を低所得世帯以外に拡大し、休業
や失業などにより生活資金でお悩みの人に向け
た緊急小口資金などの特例貸付

感染症の影響による収入減・事業所得減などの
事情で納期限までに納付することが困難な場合
の納税猶予制度

給付額：児童1人あたり2万円
（国から1万円+市から1万円）
児童手当（本則給付）受給者
・令和2年4月分（3月分を含む）を受給する世帯

給付額：受給者1人あたり2万円
児童扶養手当受給者
・令和2年3月分か4月分を受給する世帯

その他、国・県・市ではさまざまな支援策があります。随時、市ホームページに
掲載しますので、ご覧ください。

安中市DV電話相談
（☎027－329－6646）

（月・火・木・金　午前9時～午後4時）

DV相談＋
（☎0120－279－889）
（午前9時～午後9時）

群馬県新型コロナウイルスコールセンター
（☎0570－082－820）

（平日・休日問わず、午前9時～午後9時）

安中市新型コロナウイルスコールセンター
（☎027－382－1111）

（平日　午前8時30分～午後5時）

給付金を装った詐欺にご注意ください！
チャイルドライン

18さいまでの子どもがかけるでんわ
（☎0120－99－7777）
（午後4時～9時）

生
活
支
援（
個
人
向
け
）

特別定額給付金
1人あたり10万円給付

緊急小口資金等の貸付（特例）
一時的に生計の維持が困難になった場合

微収猶予特例制度
納期限の猶予制度

子育て世帯への
　　　　臨時特別給付金
児童1人あたり2万円給付

ひとり親等世帯給付金
受給者1人あたり2万円給付

問合せ
□松 特別定額給付金室
（☎内線2504）

中小企業者を支援するため、助成金10万円を交
付※
対象業種：運輸業（道路旅客運送業、道路貨物
運送業）、卸売業、小売業、宿泊業、飲食サー
ビス業、生活関連サービス業、娯楽業

1か月の売上が前年同月比で10％以上減少して
いる事業者へ小口資金の信用保証料の全額と支
払った利子額の3年間分を助成

事業収入が前年と比べ30％以上減少した事業者
の事業継続を支援するため、給付金を交付※
法人事業者は20万円、個人事業者は10万円

給付金に関して、ATMの操作や手数料の振込を求めるこ
とは、絶対にありません。市や総務省などをかたった不
審な電話や郵便、メールが届いたら、消費生活センター
や警察署にご連絡ください。
・安中市消費生活センター（☎027－382－2228）
・安中警察署（☎027－381－0110）
・群馬県警察振り込め詐欺被害防止ホットライン（☎027－224－5454）

事
業
者
支
援（
事
業
者
向
け
）

中小企業者経営支援助成金
1事業者あたり10万円を助成

中小企業者金融支援
小口資金における信用保証料の全額と
利子額3年間分を助成

事業継続給付金
事業者の事業継続のため給付金を交付

問合せ
□松 地域創造課商工労働係
（☎内線2621）

問合せ
安中市社会福祉協議会
（☎382－8397）

問合せ
□本 子ども課子ども育成係
（☎内線1164）

問合せ
□本 収納課収納整理係
（☎内線1082）

※…詳細は、市ホームページをご覧いただくか、お問合せください。

首相官邸ホームページ（https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/coronavirus.html）を編集・加工して作成

（市ホームページ）

（5月14日現在の情報です）
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ご協力をお願いします

3 つの密を避けましょう

新型コロナウイルス感染症支援策

新型コロナウイルス関連電話相談

換気の悪い
密閉空間

多数が集まる
密集場所

間近で会話や発声をする
密接場面

令和2年4月27日時点で、住民基本台帳に記載
されている人1人につき、10万円を世帯主に給
付（郵送申請の受付開始日から3か月以内）

貸付対象世帯を低所得世帯以外に拡大し、休業
や失業などにより生活資金でお悩みの人に向け
た緊急小口資金などの特例貸付

感染症の影響による収入減・事業所得減などの
事情で納期限までに納付することが困難な場合
の納税猶予制度

給付額：児童1人あたり2万円
（国から1万円+市から1万円）
児童手当（本則給付）受給者
・令和2年4月分（3月分を含む）を受給する世帯

給付額：受給者1人あたり2万円
児童扶養手当受給者
・令和2年3月分か4月分を受給する世帯

その他、国・県・市ではさまざまな支援策があります。随時、市ホームページに
掲載しますので、ご覧ください。

安中市DV電話相談
（☎027－329－6646）

（月・火・木・金　午前9時～午後4時）

DV相談＋
（☎0120－279－889）
（午前9時～午後9時）

群馬県新型コロナウイルスコールセンター
（☎0570－082－820）

（平日・休日問わず、午前9時～午後9時）

安中市新型コロナウイルスコールセンター
（☎027－382－1111）

（平日　午前8時30分～午後5時）

給付金を装った詐欺にご注意ください！
チャイルドライン

18さいまでの子どもがかけるでんわ
（☎0120－99－7777）
（午後4時～9時）
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け
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特別定額給付金
1人あたり10万円給付

緊急小口資金等の貸付（特例）
一時的に生計の維持が困難になった場合

徴収猶予特例制度
納期限の猶予制度

子育て世帯への
　　　　臨時特別給付金
児童1人あたり2万円給付

ひとり親等世帯給付金
受給者1人あたり2万円給付

問合せ
□松 特別定額給付金室
（☎内線2504）

中小企業者を支援するため、助成金10万円を交
付※
対象業種：運輸業（道路旅客運送業、道路貨物
運送業）、卸売業、小売業、宿泊業、飲食サー
ビス業、生活関連サービス業、娯楽業

1か月の売上が前年同月比で10％以上減少して
いる事業者へ小口資金の信用保証料の全額と支
払った利子額の3年間分を助成

事業収入が前年と比べ30％以上減少した事業者
の事業継続を支援するため、給付金を交付※
法人事業者は20万円、個人事業者は10万円

給付金に関して、ATMの操作や手数料の振込を求めるこ
とは、絶対にありません。市や総務省などをかたった不
審な電話や郵便、メールが届いたら、消費生活センター
や警察署にご連絡ください。
・安中市消費生活センター（☎027－382－2228）
・安中警察署（☎027－381－0110）
・群馬県警察振り込め詐欺被害防止ホットライン（☎027－224－5454）

事
業
者
支
援（
事
業
者
向
け
）

中小企業者経営支援助成金
1事業者あたり10万円を助成

中小企業者金融支援
小口資金における信用保証料の全額と
利子額3年間分を助成

事業継続給付金
事業者の事業継続のため給付金を交付

問合せ
□松 地域創造課商工労働係
（☎内線2621）

問合せ
安中市社会福祉協議会
（☎382－8397）

問合せ
□本 子ども課子ども育成係
（☎内線1164）

問合せ
□本 収納課収納整理係
（☎内線1082）

※…詳細は、市ホームページをご覧いただくか、お問合せください。

首相官邸ホームページ（https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/coronavirus.html）を編集・加工して作成

（市ホームページ）

（5月14日現在の情報です）
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行
政
課
行
政
係
（
☎
内
線
1
0
4
５
）

お
世
話
に
な
り
ま
す
　
　
　

区
長
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す（
令
和
２
年
度
）

本

各地区代表区長の皆さん（敬称略　5月1日現在）

東横野地区
櫻井　勝区長

磯部地区
松本　元雄区長

原市地区
田村　宇太次区長

安中地区
筑井　秀夫区長

後閑地区
秋山　潔区長

秋間地区
渡部　桂一区長

板鼻地区
平尾　和男区長

岩野谷地区
小川　博区長

西横野地区
中山　良介区長

坂本地区
佐藤　金光区長

臼井地区
武井　文男区長

松井田地区
和田　元男区長

細野地区
萩原　豊彦区長

九十九地区
中澤　四郎区長

　
市
内
に
は
１
０
１
の
行
政
区
が
あ
り
ま

す
。

　
区
長
さ
ん
に
は
、
地
元
の
自
治
会
な
ど

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

市
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
主
に
次
の
仕
事

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○
毎
月
２
回
の
全
戸
配
布
印
刷
物（
「
広

報
あ
ん
な
か
」
な
ど
）の
配
布
や
回
覧

○
住
民
セ
ン
タ
ー
新
築
・
改
修
の
補
助
申

請
に
関
す
る
こ
と

○
土
木
事
業（
道
路
・
水
路
な
ど
の
整
備

工
事
の
連
絡
調
整
な
ど
）に
関
す
る
こ

と
○
環
境
衛
生（
環
境
整
備
、
ご
み
の
不
法

投
棄
の
通
報
な
ど
）に
関
す
る
こ
と

○
交
通
安
全（
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
な
ど
の
設
置
要
望
な
ど
）に
関

す
る
こ
と

○
防
犯（
防
犯
灯
の
設
置
要
望
な
ど
）に
関

す
る
こ
と

○
防
災（
防
災
事
業
の
参
加
、
災
害
発
生

時
の
協
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行
政
課
行
政
係
（
☎
内
線
1
0
4
５
）

お
世
話
に
な
り
ま
す
　
　
　

区
長
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す（
令
和
２
年
度
）

本

各地区代表区長の皆さん（敬称略　5月1日現在）

東横野地区
櫻井　勝区長

磯部地区
松本　元雄区長

原市地区
田村　宇太次区長

安中地区
筑井　秀夫区長

後閑地区
秋山　潔区長

秋間地区
渡部　桂一区長

板鼻地区
平尾　和男区長

岩野谷地区
小川　博区長

西横野地区
中山　良介区長

坂本地区
佐藤　金光区長

臼井地区
武井　文男区長

松井田地区
和田　元男区長

細野地区
萩原　豊彦区長

九十九地区
中澤　四郎区長

　
市
内
に
は
１
０
１
の
行
政
区
が
あ
り
ま

す
。

　
区
長
さ
ん
に
は
、
地
元
の
自
治
会
な
ど

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

市
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
主
に
次
の
仕
事

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○
毎
月
２
回
の
全
戸
配
布
印
刷
物（
「
広

報
あ
ん
な
か
」
な
ど
）の
配
布
や
回
覧

○
住
民
セ
ン
タ
ー
新
築
・
改
修
の
補
助
申

請
に
関
す
る
こ
と

○
土
木
事
業（
道
路
・
水
路
な
ど
の
整
備

工
事
の
連
絡
調
整
な
ど
）に
関
す
る
こ

と
○
環
境
衛
生（
環
境
整
備
、
ご
み
の
不
法

投
棄
の
通
報
な
ど
）に
関
す
る
こ
と

○
交
通
安
全（
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
な
ど
の
設
置
要
望
な
ど
）に
関

す
る
こ
と

○
防
犯（
防
犯
灯
の
設
置
要
望
な
ど
）に
関

す
る
こ
と

○
防
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災
事
業
の
参
加
、
災
害
発
生

時
の
協
力
や
被
害
状
況
の
報
告
な
ど
）

に
関
す
る
こ
と

○
社
会
福
祉
事
業（
赤
い
羽
根
、
歳
末
助

け
合
い
な
ど
の
共
同
募
金
活
動
へ
の
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力
な
ど
）に
関
す
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こ
と
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安
中
市
の
財
政

　令
和
元
年
度
下
半
期
予
算
執
行
状
況

財
政
課
財
務
係
（
☎
内
線
１
０
５
２
）

本

安
中
市
の
財
政
事
情
の
公
表

　
「
安
中
市
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に

関
す
る
条
例
」
に
も
と
づ
き
、
令
和
元
年
10

月
1
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

の
本
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
令
和
2
年
5
月
１
日
　

安
中
市
長

　
　茂
木

　英
子

特別会計
国民健康保険
予算額：66億762万1,000円
収入計：60億3,182万7,000円
支出計：58億7,975万1,000円

後期高齢者医療
予算額：8億815万7,000円
収入計：7億6,497万5,000円
支出計：7億3,940万8,000円

介護保険
予算額：68億8,319万7,000円
収入計：59億8,554万6,000円
支出計：59億4,238万5,000円

下水道事業
予算額：9億2,503万円
収入計：9億3,293万3,000円
支出計：8億9,070万3,000円

健康増進施設恵みの湯事業
予算額：1億9,335万3,000円
収入計：1億6,679万2,000円
支出計：1億6,596万1,000円

歳　出

市有財産の状況
建　物

227,889.15㎡

基　金

96億1,761万1,000円

山　林

9,049,780.37㎡

山林以外

2,530,868.31㎡

証　券

19億4,050万9,000円

車　両

293台

土　地

歳　入

市税の状況

市債の状況
借入先別現在高 目的別現在高

市民税
55億2,132万3千円
（収入率103.59％）

固定資産税
44億6,324万9千円
（収入率104.68％）

市たばこ税
3億6,693万5千円
（収入率103.95％）

都市計画税
2億1,942万8千円
（収入率101.42％）

軽自動車税
1億9,178万6千円
（収入率101.19％）

地方公共団体金融機構
70億2,598万9千円
（29.20％）

その他
3億7,939万8千円
（1.58％）

市中銀行
60億1,939万1千円
（25.02％）

入湯税
1,357万円

（収入率82.01％）

郵貯・簡保管理機構
13億3,176万6千円
（5.54％）

財務省
93億236万2千円
（38.66％）

臨時財政対策債
106億3,315万9千円
（44.20％）

土木債
14億7,669万9千円
（6.14％）

教育債
33億6,784万4千円
（14.00％）

特別会計債
48億7,423万円
（20.26％）

その他
37億697万4千円
（15.40％）
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10,000,000
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0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

予算額

支出計

執行率(%)

民生費

9,620,059

7,117,265

73.98

公債費

3,040,724

3,011,059

99.02

総務費

2,642,992

2,203,964

83.39

土木費

2,532,501

1,897,278

74.92

教育費

2,411,545

2,162,999

89.69

衛生費

2,233,854

1,965,830

88.00

消防費

887,371

857,742

96.66

農林水

産業費

638,626

483,522

75.71

商工費

405,430

350,780

86.52

議会費

231,758

226,006

97.52

その他

139,040

49,023

35.26

予算額

収入計

収入率(%)

予算額

収入計

市税

10,369,135

10,776,291

103.93

地方

交付税

3,246,555

3,374,853

103.95

国庫

支出金

2,944,048

2,827,876

96.05

県支出金

2,500,878

1,146,970

45.86

市債

1,614,600

822,900

50.97

地方消費

税交付金

1,045,613

1,045,613

100.00

繰入金

854,269

107,654

12.60

諸収入

464,258

493,823

106.37

繰越金

451,469

451,469

100.00

使用料及

び手数料

383,294

365,828

95.44

その他

909,781

902,696

99.22

予 算 額：247億8,390万円
支出済額：203億2,546万8千円
執 行 率：82.01％

240億5,890万6,000円240億5,890万6,000円

107億7,629万1,000円

予 算 額：247億8,390万円
収入済額：223億1,597万3千円
収 入 率：90.04％

予算額

支出計

（単位：千円）（単位：千円）
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安
中
市
の
財
政

　令
和
元
年
度
下
半
期
予
算
執
行
状
況

財
政
課
財
務
係
（
☎
内
線
１
０
５
２
）

本

安
中
市
の
財
政
事
情
の
公
表

　
「
安
中
市
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に

関
す
る
条
例
」
に
も
と
づ
き
、
令
和
元
年
10

月
1
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

の
本
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
令
和
2
年
5
月
１
日
　

安
中
市
長

　
　茂
木

　英
子

特別会計
国民健康保険
予算額：66億762万1,000円
収入計：60億3,182万7,000円
支出計：58億7,975万1,000円

後期高齢者医療
予算額：8億815万7,000円
収入計：7億6,497万5,000円
支出計：7億3,940万8,000円

介護保険
予算額：68億8,319万7,000円
収入計：59億8,554万6,000円
支出計：59億4,238万5,000円

下水道事業
予算額：9億2,503万円
収入計：9億3,293万3,000円
支出計：8億9,070万3,000円

健康増進施設恵みの湯事業
予算額：1億9,335万3,000円
収入計：1億6,679万2,000円
支出計：1億6,596万1,000円

歳　出

市有財産の状況
建　物

227,889.15㎡

基　金

96億1,761万1,000円

山　林

9,049,780.37㎡

山林以外

2,530,868.31㎡

証　券

19億4,050万9,000円

車　両

293台

土　地

歳　入

市税の状況

市債の状況
借入先別現在高 目的別現在高

市民税
55億2,132万3千円
（収入率103.59％）

固定資産税
44億6,324万9千円
（収入率104.68％）

市たばこ税
3億6,693万5千円
（収入率103.95％）

都市計画税
2億1,942万8千円
（収入率101.42％）

軽自動車税
1億9,178万6千円
（収入率101.19％）

地方公共団体金融機構
70億2,598万9千円
（29.20％）

その他
3億7,939万8千円
（1.58％）

市中銀行
60億1,939万1千円
（25.02％）

入湯税
1,357万円

（収入率82.01％）

郵貯・簡保管理機構
13億3,176万6千円
（5.54％）

財務省
93億236万2千円
（38.66％）

臨時財政対策債
106億3,315万9千円
（44.20％）

土木債
14億7,669万9千円
（6.14％）

教育債
33億6,784万4千円
（14.00％）

特別会計債
48億7,423万円
（20.26％）

その他
37億697万4千円
（15.40％）

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

予算額

支出計

執行率(%)

民生費

9,620,059

7,117,265

73.98

公債費

3,040,724

3,011,059

99.02
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2,642,992

2,203,964

83.39

土木費

2,532,501

1,897,278

74.92

教育費

2,411,545

2,162,999

89.69

衛生費

2,233,854

1,965,830

88.00

消防費

887,371

857,742

96.66

農林水

産業費

638,626

483,522

75.71

商工費

405,430

350,780

86.52

議会費

231,758

226,006

97.52

その他

139,040

49,023

35.26

予算額

収入計

収入率(%)

予算額

収入計

市税

10,369,135

10,776,291

103.93

地方

交付税

3,246,555

3,374,853

103.95

国庫

支出金

2,944,048

2,827,876

96.05

県支出金

2,500,878

1,146,970

45.86

市債

1,614,600

822,900

50.97

地方消費

税交付金

1,045,613

1,045,613

100.00

繰入金

854,269

107,654

12.60

諸収入

464,258

493,823

106.37

繰越金

451,469

451,469

100.00

使用料及

び手数料

383,294

365,828

95.44

その他

909,781

902,696

99.22

予 算 額：247億8,390万円
支出済額：203億2,546万8千円
執 行 率：82.01％

240億5,890万6,000円240億5,890万6,000円

107億7,629万1,000円

予 算 額：247億8,390万円
収入済額：223億1,597万3千円
収 入 率：90.04％

予算額

支出計

（単位：千円）（単位：千円）
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国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

個
別
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

　安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・

　
　
　
　
　群
馬
県
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

個
別
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

　安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・

　
　
　
　
　群
馬
県
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

本

実
施
期
間
▼

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

内
容
▼

風
し
ん
抗
体
検
査（
Ｈ
Ｉ
法
）（
血
液
検
査
）

※

検
査
費
用
は
無
料
で
す
。

対
象
者
▼

県
内
に
住
所
を
有
す
る
人（
前
橋
市
お
よ
び

高
崎
市
は
除
く
）。

（
１
）妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

（
２
）妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
同
居
者

（
３
）風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居

者た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
除
き
ま
す
。

過
去
に
風
し
ん
に
係
る
抗
体
検
査
を
受
け
た

結
果
、
十
分
な
量
の
風
し
ん
の
抗
体
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
、
当
該
予
防
接
種
を
行
う
必

要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
人

申
請
・
受
診
券
▼

○
検
査
希
望
者
は
、
県
保
健
福
祉
事
務
所

（
県
内
10
カ
所
）に
来
所
し
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

○
検
査
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
、

風
し
ん
抗
体
検
査
受
診
券
を
交
付
し
ま
す
。

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配
偶
者
な
ど
の

同
居
者
は
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
一
緒

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

○
県
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

○
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居
者

に
つ
い
て
は
、
妊
婦
の
母
子
健
康
手
帳

○
代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人

の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）と
委

任
状

そ
の
他
▼

協
力
医
療
機
関
で
の
み
検
査
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
検
査
に
行
く
前
に
、
協
力
医
療
機
関
に

連
絡
を
し
て
、
予
約
の
必
要
性
の
有
無
、
検

査
日
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

協
力
医
療
機
関
な
ど
不
明
な
点
に
つ
い
て

は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
安

中
保
健
福
祉
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
▼

安
中
保
健
福
祉
事
務
所

（
☎
３
８
１

－

０
３
４
５
）

※

受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

実
施
期
間
▼

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

ワ
ク
チ
ン
と
助
成
金
額
▼

（
１
）麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
　
５
，
０
０
０
円

（
２
）風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
　
３
，
０
０
０

円

※

接
種
費
用
か
ら
助
成
金
額
を
差
し
引
い
た

金
額
を
医
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
県
が
定
め
た

対
象
者
の
う
ち
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
と

診
断
さ
れ
た
人

接
種
場
所
▼

市
内
指
定
医
療
機
関（
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

申
請
・
予
診
票
配
布
方
法
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
の
窓
口
で
申
請
が
必
要
で

す
。

助
成
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
後
に
、
予
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼

抗
体
検
査
の
結
果
が
記
入
さ
れ
た
も
の
・
印

鑑（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

そ
の
他
▼

※

妊
娠
中
の
女
性
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
の

あ
る
女
性
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

※

接
種
後
、
２
カ
月
は
妊
娠
を
避
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

風
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

風
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

本

89

　
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診

査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
個
別
健
診
は

市
内
の
下
記
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す（
個
別
健
診
と
は
、
集
団
健
診
と

同
じ
内
容
の
検
査
を
市
内
の
医
療
機
関
で
実

施
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
）。

　
左
記
に
よ
り
、
希
望
す
る
医
療
機
関
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
団
健
診
は
、
８
月
４
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

期
間
▼
６
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で（
休

診
日
に
つ
い
て
は
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

料
金
▼
無
料（
約
７
，
０
０
０
円
以
上
か
か

る
健
診
を
年
１
回
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
）

健
診
機
関
▼
下
記
の
医
療
機
関

注
意
事
項

◆
受
診
票
・
受
診
券
と
保
険
証
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
質
問
票
は
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
は
、
個
別
健
診
・
集
団

健
診
共
通
で
す
。

◆
午
前
中
の
み
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

◆
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か

り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

◆
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
同
時
に
実
施
し
ま

す（
対
象
者
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人
）。

◆
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方

の
受
診
と
な
り
ま
す
。
重
複
し
て
受
診
し

た
場
合
は
、
あ
と
か
ら
受
け
た
健
診
費
用

は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
市
外
に
転
出
し
た
場
合
、
ま
た
は
国
民
健

康
保
険（
安
中
市
）を
喪
失
し
た
場
合
は
、

市
か
ら
送
付
し
た
受
診
票
・
受
診
券
で
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。
速
や
か
に
受
診
票
・

受
診
券
を
市
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。
資
格

喪
失
後
に
受
診
し
た
場
合
は
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

◆
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
は
、
健

診
項
目
が
重
複
す
る
た
め
受
診
で
き
ま
せ

ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
つ
い
て

・
発
熱
や
咳
・
鼻
水
・
下
痢
な
ど
、
体
調

が
悪
い
人
、
風
邪
症
状
が
あ
る
場
合
は

受
診
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

・
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況

に
よ
っ
て
は
、
日
程
変
更
や
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を
無
料
で
検
査（
県
事
業
）

　
群
馬
県
で
は
、
風
し
ん
の
感
染
予
防
や
ま
ん
延
防
止
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
の

予
防
を
図
る
た
め
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
の
必
要
性
を
判
定
す
る
「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を

県
内
の
協
力
医
療
機
関
に
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

「
予
防
接
種
」
の
費
用
の
一
部
を
助
成（
市
事
業
）

　
市
で
は
、
県
が
実
施
す
る
「
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
」
に
伴
い
、
検
査
後
、
風
し
ん
の
抗

体
価
が
低
い
と
さ
れ
た
人
に
対
し
て
、
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【特定保健指導】
　集団健診会場や個別健診実施医療機関で受診し、特定保健指導の対象と見込まれた人に対して、特定健診受診
当日に、特定保健指導の初回面接を実施しています。健診当日に実施することで、後日お越しいただく手間を省
けます。
※健診時初回面接ができなかった人には、従来どおり後日利用券を郵送します。

健診同時タイプ

特定健診 初回面接 電話 評価レター

健診結果通知後 3ヶ月後

無理なくできる目標を考えます 目標の確認をします 手紙の返信で終了です目標を実践

医　療　機　関　名　（※印の医療機関は予約が必要です）
ア ミ ヤ 医 院
あやこまごころ診療所
有 坂 内 科 医 院
いのうえ整形外科内科クリニック
いわい中央クリニック
大 貫 ク リ ニ ッ ク
お に か た 医 院
く ろ さ わ 医 院
公 立 碓 氷 病 院
櫻 井 内 科 医 院
さ る や 内 科 医 院
正田病院（検診予約窓口）

☎385－1511
☎388－1180

※☎381－0485
☎380－1717

※☎381－2201
※☎380－1181
※☎385－1351

☎393－5311
※☎385－8221
※☎385－8551
※☎384－3681
※☎395－5566

城 田 医 院
須 藤 病 院
田 口 医 院
武 井 内 科 循 環 器 科
半 田 内 科 医 院
藤 巻 医 院
堀 口 医 院
本 多 病 院
松 井 田 病 院
み や ぐ ち 医 院
も て き 内 科 医 院

※☎385－7858
※☎382－3131

☎393－1731
※☎393－1005

☎385－6031
☎393－1324

※☎381－0229
☎382－1255
☎393－1301

※☎384－1126
※☎382－2510

50音順
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国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

個
別
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

　安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・

　
　
　
　
　群
馬
県
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

個
別
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

　安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・

　
　
　
　
　群
馬
県
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

本

実
施
期
間
▼

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

内
容
▼

風
し
ん
抗
体
検
査（
Ｈ
Ｉ
法
）（
血
液
検
査
）

※

検
査
費
用
は
無
料
で
す
。

対
象
者
▼

県
内
に
住
所
を
有
す
る
人（
前
橋
市
お
よ
び

高
崎
市
は
除
く
）。

（
１
）妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

（
２
）妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
同
居
者

（
３
）風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居

者た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
除
き
ま
す
。

過
去
に
風
し
ん
に
係
る
抗
体
検
査
を
受
け
た

結
果
、
十
分
な
量
の
風
し
ん
の
抗
体
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
、
当
該
予
防
接
種
を
行
う
必

要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
人

申
請
・
受
診
券
▼

○
検
査
希
望
者
は
、
県
保
健
福
祉
事
務
所

（
県
内
10
カ
所
）に
来
所
し
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

○
検
査
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
、

風
し
ん
抗
体
検
査
受
診
券
を
交
付
し
ま
す
。

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配
偶
者
な
ど
の

同
居
者
は
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
一
緒

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

○
県
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

○
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居
者

に
つ
い
て
は
、
妊
婦
の
母
子
健
康
手
帳

○
代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人

の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）と
委

任
状

そ
の
他
▼

協
力
医
療
機
関
で
の
み
検
査
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
検
査
に
行
く
前
に
、
協
力
医
療
機
関
に

連
絡
を
し
て
、
予
約
の
必
要
性
の
有
無
、
検

査
日
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

協
力
医
療
機
関
な
ど
不
明
な
点
に
つ
い
て

は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
安

中
保
健
福
祉
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
▼

安
中
保
健
福
祉
事
務
所

（
☎
３
８
１

－

０
３
４
５
）

※

受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

実
施
期
間
▼

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

ワ
ク
チ
ン
と
助
成
金
額
▼

（
１
）麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
　
５
，
０
０
０
円

（
２
）風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
　
３
，
０
０
０

円

※

接
種
費
用
か
ら
助
成
金
額
を
差
し
引
い
た

金
額
を
医
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
県
が
定
め
た

対
象
者
の
う
ち
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
と

診
断
さ
れ
た
人

接
種
場
所
▼

市
内
指
定
医
療
機
関（
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

申
請
・
予
診
票
配
布
方
法
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
の
窓
口
で
申
請
が
必
要
で

す
。

助
成
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
後
に
、
予
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼

抗
体
検
査
の
結
果
が
記
入
さ
れ
た
も
の
・
印

鑑（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

そ
の
他
▼

※

妊
娠
中
の
女
性
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
の

あ
る
女
性
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

※

接
種
後
、
２
カ
月
は
妊
娠
を
避
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

風
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

風
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

本

89

　
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診

査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
個
別
健
診
は

市
内
の
下
記
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す（
個
別
健
診
と
は
、
集
団
健
診
と

同
じ
内
容
の
検
査
を
市
内
の
医
療
機
関
で
実

施
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
）。

　
左
記
に
よ
り
、
希
望
す
る
医
療
機
関
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
団
健
診
は
、
８
月
４
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

期
間
▼
６
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で（
休

診
日
に
つ
い
て
は
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

料
金
▼
無
料（
約
７
，
０
０
０
円
以
上
か
か

る
健
診
を
年
１
回
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
）

健
診
機
関
▼
下
記
の
医
療
機
関

注
意
事
項

◆
受
診
票
・
受
診
券
と
保
険
証
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
質
問
票
は
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
は
、
個
別
健
診
・
集
団

健
診
共
通
で
す
。

◆
午
前
中
の
み
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

◆
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か

り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

◆
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
同
時
に
実
施
し
ま

す（
対
象
者
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人
）。

◆
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方

の
受
診
と
な
り
ま
す
。
重
複
し
て
受
診
し

た
場
合
は
、
あ
と
か
ら
受
け
た
健
診
費
用

は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
市
外
に
転
出
し
た
場
合
、
ま
た
は
国
民
健

康
保
険（
安
中
市
）を
喪
失
し
た
場
合
は
、

市
か
ら
送
付
し
た
受
診
票
・
受
診
券
で
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。
速
や
か
に
受
診
票
・

受
診
券
を
市
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。
資
格

喪
失
後
に
受
診
し
た
場
合
は
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

◆
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
は
、
健

診
項
目
が
重
複
す
る
た
め
受
診
で
き
ま
せ

ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
つ
い
て

・
発
熱
や
咳
・
鼻
水
・
下
痢
な
ど
、
体
調

が
悪
い
人
、
風
邪
症
状
が
あ
る
場
合
は

受
診
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

・
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況

に
よ
っ
て
は
、
日
程
変
更
や
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を
無
料
で
検
査（
県
事
業
）

　
群
馬
県
で
は
、
風
し
ん
の
感
染
予
防
や
ま
ん
延
防
止
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
の

予
防
を
図
る
た
め
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
の
必
要
性
を
判
定
す
る
「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を

県
内
の
協
力
医
療
機
関
に
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

「
予
防
接
種
」
の
費
用
の
一
部
を
助
成（
市
事
業
）

　
市
で
は
、
県
が
実
施
す
る
「
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
」
に
伴
い
、
検
査
後
、
風
し
ん
の
抗

体
価
が
低
い
と
さ
れ
た
人
に
対
し
て
、
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【特定保健指導】
　集団健診会場や個別健診実施医療機関で受診し、特定保健指導の対象と見込まれた人に対して、特定健診受診
当日に、特定保健指導の初回面接を実施しています。健診当日に実施することで、後日お越しいただく手間を省
けます。
※健診時初回面接ができなかった人には、従来どおり後日利用券を郵送します。

健診同時タイプ

特定健診 初回面接 電話 評価レター

健診結果通知後 3ヶ月後

無理なくできる目標を考えます 目標の確認をします 手紙の返信で終了です目標を実践

医　療　機　関　名　（※印の医療機関は予約が必要です）
ア ミ ヤ 医 院
あやこまごころ診療所
有 坂 内 科 医 院
いのうえ整形外科内科クリニック
いわい中央クリニック
大 貫 ク リ ニ ッ ク
お に か た 医 院
く ろ さ わ 医 院
公 立 碓 氷 病 院
櫻 井 内 科 医 院
さ る や 内 科 医 院
正田病院（検診予約窓口）

☎385－1511
☎388－1180

※☎381－0485
☎380－1717

※☎381－2201
※☎380－1181
※☎385－1351

☎393－5311
※☎385－8221
※☎385－8551
※☎384－3681
※☎395－5566

城 田 医 院
須 藤 病 院
田 口 医 院
武 井 内 科 循 環 器 科
半 田 内 科 医 院
藤 巻 医 院
堀 口 医 院
本 多 病 院
松 井 田 病 院
み や ぐ ち 医 院
も て き 内 科 医 院

※☎385－7858
※☎382－3131

☎393－1731
※☎393－1005

☎385－6031
☎393－1324

※☎381－0229
☎382－1255
☎393－1301

※☎384－1126
※☎382－2510

50音順
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高齢者在宅福祉サービスのご案内高齢者在宅福祉サービスのご案内

1011

生きがい対応型
デイサービス ※

碓氷峠の森公園
交流館「峠の湯」

利用助成 ※

福祉車両の貸出

日常生活用具
給付等

高齢者おむつ
サービス

高齢者住宅改造
補修費助成

はり・きゅう・
マッサージ

サービス助成

布団乾燥・
丸洗いサービス

介護用車両
購入費等補助

配食サービス
（配食支援事業）

タクシー
料金補助

在宅高齢者
見守り支援事業

（緊急通報装置の貸与）

在宅訪問
理美容サービス

（さわやか
　　ぴんしゃんクラブ）

比較的元気な65歳以上の在宅高齢者（要介護または要支援の認定を受けている
人は除く）を対象として地元の施設を活用し、教養講座、手芸、軽スポーツなどを実
施します。
■月1回の実施で、当日は昼食代などとして800円が必要です。

日常生活に支障のある在宅高齢者を対象に、在宅生活の維持や介護者の負担軽
減を図ります（介護保険の給付が可能な人は除きます）。
■車椅子やベッドを貸し出します（ベッドの運搬は有料です）。

65歳以上の在宅高齢者であって、防火などの配慮が必要な1人暮らしの人を対象
とし、日常生活用具を給付します（生計中心者の所得税額に応じた費用の負担が
あります）。
■電磁調理器または自動消火器を給付します。

65歳以上の在宅高齢者で、寝たきりまたは虚弱な一人暮らしの人が対象です。
■生計中心者の所得税額に応じた費用の負担があります。

65歳以上の在宅高齢者のうち、単身で生活する人、高齢者のみで生活する人、日
中独居となる人であって食事の用意をすることが困難な人を対象に、弁当の配達
を通して状況把握と栄養改善を行います。
■昼食について週5回以内で利用できます（利用者負担があります）。

65歳以上の在宅高齢者であって、寝たきりまたは認知症で常時失禁状態にある人
が対象です。
■対象者の所得税額により、紙おむつの給付限度が異なります。
■入院や短期入所などで自宅を離れると、休止または廃止となります。

70歳以上の高齢者が市と契約している施術所で「はり」、「きゅう」、「マッサージ」の
施術を受ける場合に助成します。
■申請により割引券を交付します（当該年度中に6枚を限度とします）。
■対象者の所得税額によって交付制限があります。

65歳以上の在宅高齢者で、要介護認定（要支援の認定の人は除く）を受けており、
車椅子の使用が見込まれる人を乗車させる介護用車両の購入または車両を改造
する場合に助成します。
■助成額は車の種類により異なります。
■補助金の交付にあたっては、購入または改造の前に申請が必要です。

タクシー以外の交通機関を利用することが困難な高齢者などを対象にタクシー料
金の一部を補助します。
■お住まいの地域により申請窓口が異なりますのでご注意ください。
　（安中地域＝□本 介護高齢課・松井田地域＝□松 住民福祉課）

65歳以上の在宅1人暮らしなどの高齢者であって、健康状態や身体状況などの理
由により緊急時の対応に不安がある人を対象に、緊急時に連絡がつながる装置を
貸与し、緊急時に連絡のできる体制を整備します。
■家族をはじめとした協力者を緊急連絡先として登録します。
■固定電話の回線を使用して装置を設置します（固定電話の回線が必要です）。
65歳以上の在宅高齢者で、要介護4または5の人、あるいは要介護認定（要支援の
認定を受けている人は除く）を受けている外出困難で、家族が高齢などの理由で支
援を得られない人を対象にカット（散髪）してもらうことができる券を交付します。
■理容組合・美容組合の協力店が対象者の自宅を訪問してカット（散髪）を実施し

ます。
■利用券を交付します（当該年度中に4枚を限度とします）。　

65歳以上の在宅高齢者で、介護保険の認定を受けている人が、在宅生活を維持
するために住宅を改造・改修する場合に助成します（新築および増築の場合は助
成の対象外です）。
■要介護度、世帯構成、生計中心者の所得税額による制限があります。
■助成は対象工事費の6分の5の額です（助成は50万円を限度とします）。

市内の65歳以上の高齢者に対して当該施設の利用料の一部を助成します。
■宴会（事前に予約してあるものに限る）を利用する人、一人につき1，000円を助

成します（当該年度中に5回を限度とします）。

車椅子を使用する要援護高齢者や身体障害者を乗せて通院や買い物に出かける
ための福祉車両を貸出します。
■ガソリンを満タンにして車両を返却してください。

JA福祉センター
（☎090－5217－3336）

「峠の湯」
（☎380－4000）

社会福祉協議会
本所 （☎382－8397）
支所 （☎393－3948）

介護高齢課
（☎内線1181・
　　　　1182）

住民福祉課
（☎内線2151・
　　　　2152）

事業名 対象者およびサービス内容 申請窓口

本

松

介
護
高
齢
課
高
齢
者
対
策
係
（
☎
内
線
１
１
８
１
）

本

資源ごみ（古紙、古着・古布）の出し方

環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
係
（
☎
内
線
１
８
８
１
）

ク

　資源ごみ（古紙、古着・古布）のごみステーション回収（行政回収）を
毎月1回実施しています。ごみの量を減らしリサイクル率を増やすた
め、ご協力をお願いします。

【古紙】
古紙は、濡れてもリサイクルに支障がありませんので、雨天でも回収
します。「家庭用 資源・ごみ収集日程表」に記載している規定どお
り、種類ごとに紙ひもなどで束ねるか、紙袋に入れ、ひもで結び中身
が出ないようにしてお出しください。
※シュレッダー細断紙は飛び散るおそれがあるため、袋に入れても回
収されません（有価物集団回収（廃品回収）に出すか、碓氷川クリーンセ
ンターへ直接搬入してください）。
※ビニール袋に入れて出すと、古紙とは判断されず回収はされません。
※防水加工された紙、印画紙、食品残渣のついた紙などは出せません。（詳しくは、「家庭用　資源･ごみ収集
日程表」参照）

【古着・古布】
現在、新型コロナウイルス感染拡大に伴う衣類・布類の流通の停滞により、古着・古布のリサイクルが困難
な状況にあります。つきましては、当面の間、不要となった衣類・布類の排出は控え、できる限りご家庭に
て保管していただきますようご理解とご協力をお願いします。

【碓氷川クリーンセンターへの直接搬入】
月曜日～金曜日（年末年始を除く）の午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30分に種類ごとに分別して搬入
してください（処理手数料はかかりません）。
※資源ごみ（古紙など）のごみステーション回収（行政回収）は、有価物集団回収（廃品回収）を補填するために
実施するもので、できる限り地域の団体が実施する有価物集団回収をご利用ください。

○○
××

※新型コロナウイルス感染症の影響で一部サービス内容に中止や変更があります。

あんなかのおしごと通信 Vol.7 安中市で行っている取り組みや事業を
紹介します。

徴収猶予特例制度について
該当する税目は、「令和2年2月1日から令和3年1月31日までに納期限が到来する」ものです。
下記のすべての要件に該当する場合に徴収猶予の特例が適用されます。
①令和2年2月から納期限までの1か月以上の期間において、収入が前年同月比で20％以上減少した場合
②納期限までに納付困難と認められる場合
　申請手続について
徴収猶予を申請される人は下記書類をご用意のうえ、（〒379－0192 安中市安中1－23－13 安中市役所収納
課収納整理係宛）に郵送またはお越しいただき、お申込みください。
①申請書（市ホームページからダウンロードするか□本 収納課にお問い合わせください）
②令和2年2月以降収入が減少していることを証明する書類および前年同月の同書類
③申請時点での現預金額を証明する書類
④申請時より6か月以内に予想される経常支出および臨時支出の金額を証明する書類
　申請後の対応について
申請書および添付資料受理後、徴収猶予適用の可否について審査します。審査の結果については書面にて通
知します。　
徴収猶予の特例制度適用後の対応は以下の通りとなります。
①猶予期間は納期限から1 年間となります。下記②および③の条件での期間延長はありません。
②猶予金額にかかわらず担保提供は不要となります。
③納期限から1 年間は延滞金は発生しません。

新型コロナウイルスの影響により
　　　　　　市税の徴収猶予特例制度を申請する皆さんへ

問合せ▶　収納課収納整理係（☎内線1082）本
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高齢者在宅福祉サービスのご案内高齢者在宅福祉サービスのご案内

1011

生きがい対応型
デイサービス ※

碓氷峠の森公園
交流館「峠の湯」

利用助成 ※

福祉車両の貸出

日常生活用具
給付等

高齢者おむつ
サービス

高齢者住宅改造
補修費助成

はり・きゅう・
マッサージ

サービス助成

布団乾燥・
丸洗いサービス

介護用車両
購入費等補助

配食サービス
（配食支援事業）

タクシー
料金補助

在宅高齢者
見守り支援事業

（緊急通報装置の貸与）

在宅訪問
理美容サービス

（さわやか
　　ぴんしゃんクラブ）

比較的元気な65歳以上の在宅高齢者（要介護または要支援の認定を受けている
人は除く）を対象として地元の施設を活用し、教養講座、手芸、軽スポーツなどを実
施します。
■月1回の実施で、当日は昼食代などとして800円が必要です。

日常生活に支障のある在宅高齢者を対象に、在宅生活の維持や介護者の負担軽
減を図ります（介護保険の給付が可能な人は除きます）。
■車椅子やベッドを貸し出します（ベッドの運搬は有料です）。

65歳以上の在宅高齢者であって、防火などの配慮が必要な1人暮らしの人を対象
とし、日常生活用具を給付します（生計中心者の所得税額に応じた費用の負担が
あります）。
■電磁調理器または自動消火器を給付します。

65歳以上の在宅高齢者で、寝たきりまたは虚弱な一人暮らしの人が対象です。
■生計中心者の所得税額に応じた費用の負担があります。

65歳以上の在宅高齢者のうち、単身で生活する人、高齢者のみで生活する人、日
中独居となる人であって食事の用意をすることが困難な人を対象に、弁当の配達
を通して状況把握と栄養改善を行います。
■昼食について週5回以内で利用できます（利用者負担があります）。

65歳以上の在宅高齢者であって、寝たきりまたは認知症で常時失禁状態にある人
が対象です。
■対象者の所得税額により、紙おむつの給付限度が異なります。
■入院や短期入所などで自宅を離れると、休止または廃止となります。

70歳以上の高齢者が市と契約している施術所で「はり」、「きゅう」、「マッサージ」の
施術を受ける場合に助成します。
■申請により割引券を交付します（当該年度中に6枚を限度とします）。
■対象者の所得税額によって交付制限があります。

65歳以上の在宅高齢者で、要介護認定（要支援の認定の人は除く）を受けており、
車椅子の使用が見込まれる人を乗車させる介護用車両の購入または車両を改造
する場合に助成します。
■助成額は車の種類により異なります。
■補助金の交付にあたっては、購入または改造の前に申請が必要です。

タクシー以外の交通機関を利用することが困難な高齢者などを対象にタクシー料
金の一部を補助します。
■お住まいの地域により申請窓口が異なりますのでご注意ください。
　（安中地域＝□本 介護高齢課・松井田地域＝□松 住民福祉課）

65歳以上の在宅1人暮らしなどの高齢者であって、健康状態や身体状況などの理
由により緊急時の対応に不安がある人を対象に、緊急時に連絡がつながる装置を
貸与し、緊急時に連絡のできる体制を整備します。
■家族をはじめとした協力者を緊急連絡先として登録します。
■固定電話の回線を使用して装置を設置します（固定電話の回線が必要です）。
65歳以上の在宅高齢者で、要介護4または5の人、あるいは要介護認定（要支援の
認定を受けている人は除く）を受けている外出困難で、家族が高齢などの理由で支
援を得られない人を対象にカット（散髪）してもらうことができる券を交付します。
■理容組合・美容組合の協力店が対象者の自宅を訪問してカット（散髪）を実施し

ます。
■利用券を交付します（当該年度中に4枚を限度とします）。　

65歳以上の在宅高齢者で、介護保険の認定を受けている人が、在宅生活を維持
するために住宅を改造・改修する場合に助成します（新築および増築の場合は助
成の対象外です）。
■要介護度、世帯構成、生計中心者の所得税額による制限があります。
■助成は対象工事費の6分の5の額です（助成は50万円を限度とします）。

市内の65歳以上の高齢者に対して当該施設の利用料の一部を助成します。
■宴会（事前に予約してあるものに限る）を利用する人、一人につき1，000円を助

成します（当該年度中に5回を限度とします）。

車椅子を使用する要援護高齢者や身体障害者を乗せて通院や買い物に出かける
ための福祉車両を貸出します。
■ガソリンを満タンにして車両を返却してください。

JA福祉センター
（☎090－5217－3336）

「峠の湯」
（☎380－4000）

社会福祉協議会
本所 （☎382－8397）
支所 （☎393－3948）

介護高齢課
（☎内線1181・
　　　　1182）

住民福祉課
（☎内線2151・
　　　　2152）

事業名 対象者およびサービス内容 申請窓口

本

松
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課
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係
（
☎
内
線
１
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１
）

本

資源ごみ（古紙、古着・古布）の出し方

環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
係
（
☎
内
線
１
８
８
１
）

ク

　資源ごみ（古紙、古着・古布）のごみステーション回収（行政回収）を
毎月1回実施しています。ごみの量を減らしリサイクル率を増やすた
め、ご協力をお願いします。

【古紙】
古紙は、濡れてもリサイクルに支障がありませんので、雨天でも回収
します。「家庭用 資源・ごみ収集日程表」に記載している規定どお
り、種類ごとに紙ひもなどで束ねるか、紙袋に入れ、ひもで結び中身
が出ないようにしてお出しください。
※シュレッダー細断紙は飛び散るおそれがあるため、袋に入れても回
収されません（有価物集団回収（廃品回収）に出すか、碓氷川クリーンセ
ンターへ直接搬入してください）。
※ビニール袋に入れて出すと、古紙とは判断されず回収はされません。
※防水加工された紙、印画紙、食品残渣のついた紙などは出せません。（詳しくは、「家庭用　資源･ごみ収集
日程表」参照）

【古着・古布】
現在、新型コロナウイルス感染拡大に伴う衣類・布類の流通の停滞により、古着・古布のリサイクルが困難
な状況にあります。つきましては、当面の間、不要となった衣類・布類の排出は控え、できる限りご家庭に
て保管していただきますようご理解とご協力をお願いします。

【碓氷川クリーンセンターへの直接搬入】
月曜日～金曜日（年末年始を除く）の午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30分に種類ごとに分別して搬入
してください（処理手数料はかかりません）。
※資源ごみ（古紙など）のごみステーション回収（行政回収）は、有価物集団回収（廃品回収）を補填するために
実施するもので、できる限り地域の団体が実施する有価物集団回収をご利用ください。

○○
××

※新型コロナウイルス感染症の影響で一部サービス内容に中止や変更があります。

あんなかのおしごと通信 Vol.7 安中市で行っている取り組みや事業を
紹介します。

徴収猶予特例制度について
該当する税目は、「令和2年2月1日から令和3年1月31日までに納期限が到来する」ものです。
下記のすべての要件に該当する場合に徴収猶予の特例が適用されます。
①令和2年2月から納期限までの1か月以上の期間において、収入が前年同月比で20％以上減少した場合
②納期限までに納付困難と認められる場合
　申請手続について
徴収猶予を申請される人は下記書類をご用意のうえ、（〒379－0192 安中市安中1－23－13 安中市役所収納
課収納整理係宛）に郵送またはお越しいただき、お申込みください。
①申請書（市ホームページからダウンロードするか□本 収納課にお問い合わせください）
②令和2年2月以降収入が減少していることを証明する書類および前年同月の同書類
③申請時点での現預金額を証明する書類
④申請時より6か月以内に予想される経常支出および臨時支出の金額を証明する書類
　申請後の対応について
申請書および添付資料受理後、徴収猶予適用の可否について審査します。審査の結果については書面にて通
知します。　
徴収猶予の特例制度適用後の対応は以下の通りとなります。
①猶予期間は納期限から1 年間となります。下記②および③の条件での期間延長はありません。
②猶予金額にかかわらず担保提供は不要となります。
③納期限から1 年間は延滞金は発生しません。

新型コロナウイルスの影響により
　　　　　　市税の徴収猶予特例制度を申請する皆さんへ

問合せ▶　収納課収納整理係（☎内線1082）本
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し
ら
？
」

「
い
い
ね
〜
。
」
「
う

ら
や
ま
し
い
！
」
こ
れ

は
数
年
前
、
ス
ー
パ
ー

で
赤
ち
ゃ
ん
を
お
ん
ぶ
し
、
小
さ
い
お
子
様
の

手
を
引
い
て
、
若
い
お
父
さ
ん
が
買
い
物
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
た
人
達
の
声
で
す
。
男
性

優
位
の
環
境
の
中
で
過
ご
し
た
方
は
、
〝
男
の

く
せ
に
・
・
・
〞
と
思
い
、
今
ま
さ
に
子
育
て

中
の
お
母
さ
ん
達
は
、
少
し
う
ら
や
ま
し
く

思
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
私
は
微
笑
ま
し
く

見
て
い
ま
し
た
。
）時
代
の
流
れ
で
、
今
は
、
共

働
き
の
家
庭
が
増
え
て
き
て
、
男
性
の
育
児
参

加
は
不
可
欠
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
〝
イ
ク
メ

ン
〞
と
い
う
言
葉
も
定
着
し
、
育
児
休
暇
も
取

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
こ
れ
に
は
、
社
会

や
仕
事
先
の
理
解
が
必
須
で
す
が
。
）

　
昨
年
の
男
女
共
同
参
画
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
小
学
生
の
作
品
に
、
家
族
が
協
力
し
、
楽

し
い
家
庭
を
作
っ
て
い
る
様
子
や
、
男
女
の
区

別
な
く
相
手
を
思
い
認
め
合
っ
て
い
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
「
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
」
が
で
き
て
二
〇
年
に
な

り
、
家
庭
か
ら
し
っ
か
り
と
根
付
い
て
き
た
か

ら
で
し
ょ
う
。

　
私
は
、
Ｊ
Ａ
碓
氷
安
中
女
性
部
の
一
員
と
し

て
、
こ
の
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
以
前
の
農
家
の

女
性
は
、
封
建
的
・
男
性
優
位
と
い
う
厳
し
い

中
で
働
き
、
家
事
・
子
育
て
を
し
て
き
ま
し

た
。
で
も
今
は
、
機
械
化
も
進
み
、
随
分
と
楽

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
人
間
は
生
き
て
い
く
た

め
に
〝
食
〞
は
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。
安

心
・
安
全
な
食
材
を
届
け
る
た
め
、
女
性
の
細

か
い
心
配
り
や
工
夫
、
発
想
で
、
一
次
産
業
は

も
と
よ
り
、
二
次
・
三
次
産
業
等
に
力
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。（
こ
れ
に
も
男
性
の
理
解
、
協
力

が
不
可
欠
で
す
が
。
）

　
ス
ポ
ー
ツ
・
育
児
・
教
育
・
看
護
・
介
護

等
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
男
女
の
差
は
無
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
未
だ
に
、
医

科
大
学
不
正
入
試
や
、
古
い
慣
習
に
と
ら
わ
れ

て
い
る
人
達
に
、
〝
女
だ
か
ら
〞
と
押
し
つ
ぶ

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
残
念
で
す
。

性
差
に
よ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
を
尊
重
し
、
認
め
合

い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良
く
取
れ
ば
、

男
女
の
区
別
無
く
、
よ
り
良
い
社
会
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
心
あ
た
り
の
な
い
送
信
元
か
ら
怪
し
い
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
い
て
も

反
応
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
市
役
所
や
公
的
機
関
、
携
帯
電
話
会
社
を
名
乗
る
怪
し
い
電
話
に
は
応

じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
詐
欺
や
個
人
情
報
な
ど
を
だ
ま
し
取
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

☆
ご
自
宅
や
職
場
に
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
不
審
な
訪
問
者

が
尋
ね
て
き
た
り
し
た
と
き
は
、
絶
対
に
そ
の
場
で
購
入
、
契
約
や
手

続
き
を
す
る
こ
と
を
決
め
ず
、
ま
ず
、
ご
家
族
や
知
人
ま
た
は
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
、
警
察
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
便
乗
し
た
特
殊
詐
欺
や
個
人
情

報
の
詐
取
の
電
話
や
メ
ー
ル
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
手
口
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
給
付
金
や
助
成
金
の
支
給
で
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
し
た

り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

【
事
例
】

・
市
役
所
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
職
員
を
か
た
っ
た

電
話
で
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て

助
成
金
の
給
付
が
あ
る
」
「
給
付
金
の
受
け
取
り

は
口
座
登
録
が
必
要
」
な
ど
と
言
葉
巧
み
に
Ａ
Ｔ

Ｍ
へ
誘
導
し
て
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
。

・
「
マ
ス
ク
を
無
料
で
配
布
す
る
の
で
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
つ
い

た
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
偽
サ
イ
ト
に
誘
導
し
て
個

人
情
報
を
だ
ま
し
取
る
。

・
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
給
付
金
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
番
号
、
暗
証
番
号
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
教
え
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
不
審
な
電
話
に
注
意

問合せ▶　市民生活課市民協働係（☎内線1139）本

男
女
共
同
参
画
は
家
庭
か
ら

安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
島

　邦
子

ね
が
い
ご
と
　
た
ん
ぽ
ぽ
　
は
る
か

あ
い
た
く
て

あ
い
た
く
て

あ
い
た
く
て

あ
い
た
く
て
･
･
･

き
ょ
う
も
　
わ
た
げ
を
　
と
ば
し
ま
す

　
工
藤
直
子
さ
ん
の
詩
集
「
の
は
ら
う

た
」
の
一
節
で
す
。
こ
ん
な
短
い
詩
の

中
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
世
界
が
広
が
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
頭
の
中
に

は
、
春
の
ぽ
か
ぽ
か
し
た
陽
気
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
に
咲
く
た
ん
ぽ

ぽ
、
た
ん
ぽ
ぽ
を
摘
ん
で
綿
毛
を
吹
く

女
の
子
、
様
々
な
世
界
が
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
は
そ
れ
ら
を
映
像
化
し

た
作
品
を
観
た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

お
そ
ら
く
、
プ
ロ
の
制
作
者
が
集
ま
れ

ば
、
感
動
的
な
映
像
が
完
成
す
る
で

し
ょ
う
。
綿
毛
が
青
空
に
飛
び
上
が
る

そ
の
瞬
間
の
一
枚
に
、
文
が
次
々
と
浮

か
び
上
が
っ
て
い
き
、
朗
読
者
の
声
が

響
き
渡
り
ま
す
。
そ
し
て
観
客
は
こ
う

言
い
ま
す
。

「
あ
あ
、
い
い
詩
だ
な
あ
。
」

　
･
･
･
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
す
。

多
く
の
人
は
映
像
に
見
と
れ
、
そ
の
後

先
ほ
ど
の
私
の
よ
う
な
、
新
た
な
想
像

は
し
ま
せ
ん
。
映
像
を
見
た
感
想
だ
け

述
べ
て
、
頭
の
隅
に
追
い
や
ら
れ
ま

す
。
い
く
ら
素
晴
ら
し
い
映
像
を
前
に

し
て
も
、
そ
こ
か
ら
何
も
考
え
ず
、
何

も
想
像
し
な
か
っ
た
時
に
得
る
感
動

は
、
ど
こ
か
空
虚
な
も
の
で
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
読
書
と
映
像
、
こ
の
二
つ
の
違
い
は

ま
さ
し
く
そ
こ
に
あ
る
の
で
す
。
想
像

力
が
、
必
要
か
必
要
で
な
い
か
、
そ
れ

が
何
よ
り
の
違
い
な
の
で
す
。

　
最
近
、
私
の
周
り
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
動
画
を
投
稿
・
閲

覧
・
視
聴
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
流
行
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
私
た
ち
に
一

方
的
に
情
報
を
与
え
て
く
れ
、
考
え
て

い
く
必
要
が
少
な
い
分
、
娯
楽
を
気
軽

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
読

書
で
は
活
字
一
つ
一
つ
を
注
意
深
く
た

ど
り
、
そ
の
意
味
を
考
え
る
と
い
う
作

業
を
必
要
と
し
ま
す
。
先
ほ
ど
の
『
の

は
ら
う
た
』
の
「
わ
」
「
た
」
「
げ
」
。

一
音
ず
つ
で
は
意
味
を
も
た
な
い
そ
の

言
葉
が
「
わ
た
げ
」
と
な
っ
て
想
像
の

中
で
白
く
て
儚
い
小
さ
な
植
物
と
し
て

生
ま
れ
て
き
ま
す
。
意
味
を
も
た
な
い

一
字
一
字
が
、
想
像
の
世
界
の
中
で
は

鮮
や
か
な
色
彩
を
も
っ
て
頭
の
中
の

キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
か
れ
る
の
で
す
。
そ

し
て
私
た
ち
の
感
情
は
、
想
像
の
世
界

の
人
物
へ
の
愛
や
哀
し
み
に
よ
っ
て
動

か
さ
れ
る
の
で
す
。

　
「
想
像
力
」
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、

私
だ
っ
た
ら
、
夜
寝
る
前
ベ
ッ
ド
で
目

を
閉
じ
て
い
る
自
分
の
姿
を
思
い
出
し

ま
す
。
「
今
日
は
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
な
。
明
日
は
こ
う
い
う
風
に
し
た
い

な
」
と
想
像
す
る
の
で
す
。
ま
だ
見
ぬ

未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
思
い
描
く
と
き
、

言
い
よ
う
の
な
い
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
想
像
力
は
今
よ

り
も
っ
と
重
要
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

Ａ
Ｉ
が
仕
事
で
大
幅
に
導
入
さ
れ
、
見

聞
き
し
た
こ
と
を
再
現
す
れ
ば
生
き
残

れ
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

か
ら
で
す
。
相
手
は
自
分
に
何
を
求
め

て
い
る
の
か
、
今
の
方
法
で
は
ど
ん
な

リ
ス
ク
が
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
順
序
が

最
も
効
率
が
良
い
の
か
、
こ
の
よ
う
な

課
題
解
決
に
は
･
･
･
そ
う
、
想
像
力

が
必
要
な
の
で
す
。

　
も
し
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
を
使
い
続
け
て
い
た
ら
･

･
･
？
確
か
に
そ
れ
ら
自
体
は
非
常
に

便
利
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
自
分
で
考
え
る
前
に
、
ま

ず
検
索
。
そ
の
便
利
さ
に
依
存
し
続
け

る
と
、
そ
の
う
ち
「
想
像
力
」
の
な
い

大
人
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　
さ
あ
、
手
元
の
ス
マ
ホ
を
一
冊
の
本

に
変
え
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
が
秘
め
て

い
る
、
そ
の
無
限
の
可
能
性
は
、
そ
の

本
に
眠
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ゆ
っ
く
り
と
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
、
頭
の

中
を
鮮
や
か
な
色
彩
で
い
っ
ぱ
い
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
い
た
く
て

あ
い
た
く
て

あ
い
た
く
て

あ
い
た
く
て
･
･
･

き
ょ
う
も
　
わ
た
げ
を
　
と
ば
し
ま
す

今
年
度
の
「
少
年
の
主
張
」
安
中
市
大

会
お
よ
び
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
地
区
文
化
祭
・
地
区
生
涯
学
習
の

つ
ど
い
な
ど
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と

し
ま
す
。

生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.167

令
和
元
年
度

　第
41
回
「
少
年
の
主
張
」
安
中
市
大
会

　最
優
秀
賞
作
品

「
詩
か
ら
学
ぶ
想
像
力
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
井
田
南
中
学
校

　三
年

　小
島

　未
大
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安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
第111回

　
「
ま
ぁ
、
か
わ
い
そ

う
に
、
奥
さ
ん
は
何
し

て
い
る
の
か
し
ら
？
」

「
い
い
ね
〜
。
」
「
う

ら
や
ま
し
い
！
」
こ
れ

は
数
年
前
、
ス
ー
パ
ー

で
赤
ち
ゃ
ん
を
お
ん
ぶ
し
、
小
さ
い
お
子
様
の

手
を
引
い
て
、
若
い
お
父
さ
ん
が
買
い
物
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
た
人
達
の
声
で
す
。
男
性

優
位
の
環
境
の
中
で
過
ご
し
た
方
は
、
〝
男
の

く
せ
に
・
・
・
〞
と
思
い
、
今
ま
さ
に
子
育
て

中
の
お
母
さ
ん
達
は
、
少
し
う
ら
や
ま
し
く

思
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
私
は
微
笑
ま
し
く

見
て
い
ま
し
た
。
）時
代
の
流
れ
で
、
今
は
、
共

働
き
の
家
庭
が
増
え
て
き
て
、
男
性
の
育
児
参

加
は
不
可
欠
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
〝
イ
ク
メ

ン
〞
と
い
う
言
葉
も
定
着
し
、
育
児
休
暇
も
取

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
こ
れ
に
は
、
社
会

や
仕
事
先
の
理
解
が
必
須
で
す
が
。
）

　
昨
年
の
男
女
共
同
参
画
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
小
学
生
の
作
品
に
、
家
族
が
協
力
し
、
楽

し
い
家
庭
を
作
っ
て
い
る
様
子
や
、
男
女
の
区

別
な
く
相
手
を
思
い
認
め
合
っ
て
い
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
「
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
」
が
で
き
て
二
〇
年
に
な

り
、
家
庭
か
ら
し
っ
か
り
と
根
付
い
て
き
た
か

ら
で
し
ょ
う
。

　
私
は
、
Ｊ
Ａ
碓
氷
安
中
女
性
部
の
一
員
と
し

て
、
こ
の
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
以
前
の
農
家
の

女
性
は
、
封
建
的
・
男
性
優
位
と
い
う
厳
し
い

中
で
働
き
、
家
事
・
子
育
て
を
し
て
き
ま
し

た
。
で
も
今
は
、
機
械
化
も
進
み
、
随
分
と
楽

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
人
間
は
生
き
て
い
く
た

め
に
〝
食
〞
は
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。
安

心
・
安
全
な
食
材
を
届
け
る
た
め
、
女
性
の
細

か
い
心
配
り
や
工
夫
、
発
想
で
、
一
次
産
業
は

も
と
よ
り
、
二
次
・
三
次
産
業
等
に
力
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。（
こ
れ
に
も
男
性
の
理
解
、
協
力

が
不
可
欠
で
す
が
。
）

　
ス
ポ
ー
ツ
・
育
児
・
教
育
・
看
護
・
介
護

等
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
男
女
の
差
は
無
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
未
だ
に
、
医

科
大
学
不
正
入
試
や
、
古
い
慣
習
に
と
ら
わ
れ

て
い
る
人
達
に
、
〝
女
だ
か
ら
〞
と
押
し
つ
ぶ

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
残
念
で
す
。

性
差
に
よ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
を
尊
重
し
、
認
め
合

い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良
く
取
れ
ば
、

男
女
の
区
別
無
く
、
よ
り
良
い
社
会
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
心
あ
た
り
の
な
い
送
信
元
か
ら
怪
し
い
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
い
て
も

反
応
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
市
役
所
や
公
的
機
関
、
携
帯
電
話
会
社
を
名
乗
る
怪
し
い
電
話
に
は
応

じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
詐
欺
や
個
人
情
報
な
ど
を
だ
ま
し
取
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

☆
ご
自
宅
や
職
場
に
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
不
審
な
訪
問
者

が
尋
ね
て
き
た
り
し
た
と
き
は
、
絶
対
に
そ
の
場
で
購
入
、
契
約
や
手

続
き
を
す
る
こ
と
を
決
め
ず
、
ま
ず
、
ご
家
族
や
知
人
ま
た
は
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
、
警
察
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
便
乗
し
た
特
殊
詐
欺
や
個
人
情

報
の
詐
取
の
電
話
や
メ
ー
ル
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
手
口
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
給
付
金
や
助
成
金
の
支
給
で
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
し
た

り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

【
事
例
】

・
市
役
所
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
職
員
を
か
た
っ
た

電
話
で
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て

助
成
金
の
給
付
が
あ
る
」
「
給
付
金
の
受
け
取
り

は
口
座
登
録
が
必
要
」
な
ど
と
言
葉
巧
み
に
Ａ
Ｔ

Ｍ
へ
誘
導
し
て
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
。

・
「
マ
ス
ク
を
無
料
で
配
布
す
る
の
で
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
つ
い

た
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
偽
サ
イ
ト
に
誘
導
し
て
個

人
情
報
を
だ
ま
し
取
る
。

・
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
給
付
金
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
番
号
、
暗
証
番
号
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
教
え
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
不
審
な
電
話
に
注
意

問合せ▶　市民生活課市民協働係（☎内線1139）本

男
女
共
同
参
画
は
家
庭
か
ら

安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
島

　邦
子

ね
が
い
ご
と
　
た
ん
ぽ
ぽ
　
は
る
か

あ
い
た
く
て

あ
い
た
く
て

あ
い
た
く
て

あ
い
た
く
て
･
･
･

き
ょ
う
も
　
わ
た
げ
を
　
と
ば
し
ま
す

　
工
藤
直
子
さ
ん
の
詩
集
「
の
は
ら
う

た
」
の
一
節
で
す
。
こ
ん
な
短
い
詩
の

中
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
世
界
が
広
が
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
頭
の
中
に

は
、
春
の
ぽ
か
ぽ
か
し
た
陽
気
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
に
咲
く
た
ん
ぽ

ぽ
、
た
ん
ぽ
ぽ
を
摘
ん
で
綿
毛
を
吹
く

女
の
子
、
様
々
な
世
界
が
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
は
そ
れ
ら
を
映
像
化
し

た
作
品
を
観
た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

お
そ
ら
く
、
プ
ロ
の
制
作
者
が
集
ま
れ

ば
、
感
動
的
な
映
像
が
完
成
す
る
で

し
ょ
う
。
綿
毛
が
青
空
に
飛
び
上
が
る

そ
の
瞬
間
の
一
枚
に
、
文
が
次
々
と
浮

か
び
上
が
っ
て
い
き
、
朗
読
者
の
声
が

響
き
渡
り
ま
す
。
そ
し
て
観
客
は
こ
う

言
い
ま
す
。

「
あ
あ
、
い
い
詩
だ
な
あ
。
」

　
･
･
･
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
す
。

多
く
の
人
は
映
像
に
見
と
れ
、
そ
の
後

先
ほ
ど
の
私
の
よ
う
な
、
新
た
な
想
像

は
し
ま
せ
ん
。
映
像
を
見
た
感
想
だ
け

述
べ
て
、
頭
の
隅
に
追
い
や
ら
れ
ま

す
。
い
く
ら
素
晴
ら
し
い
映
像
を
前
に

し
て
も
、
そ
こ
か
ら
何
も
考
え
ず
、
何

も
想
像
し
な
か
っ
た
時
に
得
る
感
動

は
、
ど
こ
か
空
虚
な
も
の
で
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
読
書
と
映
像
、
こ
の
二
つ
の
違
い
は

ま
さ
し
く
そ
こ
に
あ
る
の
で
す
。
想
像

力
が
、
必
要
か
必
要
で
な
い
か
、
そ
れ

が
何
よ
り
の
違
い
な
の
で
す
。

　
最
近
、
私
の
周
り
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
動
画
を
投
稿
・
閲

覧
・
視
聴
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
流
行
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
私
た
ち
に
一

方
的
に
情
報
を
与
え
て
く
れ
、
考
え
て

い
く
必
要
が
少
な
い
分
、
娯
楽
を
気
軽

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
読

書
で
は
活
字
一
つ
一
つ
を
注
意
深
く
た

ど
り
、
そ
の
意
味
を
考
え
る
と
い
う
作

業
を
必
要
と
し
ま
す
。
先
ほ
ど
の
『
の

は
ら
う
た
』
の
「
わ
」
「
た
」
「
げ
」
。

一
音
ず
つ
で
は
意
味
を
も
た
な
い
そ
の

言
葉
が
「
わ
た
げ
」
と
な
っ
て
想
像
の

中
で
白
く
て
儚
い
小
さ
な
植
物
と
し
て

生
ま
れ
て
き
ま
す
。
意
味
を
も
た
な
い

一
字
一
字
が
、
想
像
の
世
界
の
中
で
は

鮮
や
か
な
色
彩
を
も
っ
て
頭
の
中
の

キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
か
れ
る
の
で
す
。
そ

し
て
私
た
ち
の
感
情
は
、
想
像
の
世
界

の
人
物
へ
の
愛
や
哀
し
み
に
よ
っ
て
動

か
さ
れ
る
の
で
す
。

　
「
想
像
力
」
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、

私
だ
っ
た
ら
、
夜
寝
る
前
ベ
ッ
ド
で
目

を
閉
じ
て
い
る
自
分
の
姿
を
思
い
出
し

ま
す
。
「
今
日
は
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
な
。
明
日
は
こ
う
い
う
風
に
し
た
い

な
」
と
想
像
す
る
の
で
す
。
ま
だ
見
ぬ

未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
思
い
描
く
と
き
、

言
い
よ
う
の
な
い
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
想
像
力
は
今
よ

り
も
っ
と
重
要
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

Ａ
Ｉ
が
仕
事
で
大
幅
に
導
入
さ
れ
、
見

聞
き
し
た
こ
と
を
再
現
す
れ
ば
生
き
残

れ
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

か
ら
で
す
。
相
手
は
自
分
に
何
を
求
め

て
い
る
の
か
、
今
の
方
法
で
は
ど
ん
な

リ
ス
ク
が
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
順
序
が

最
も
効
率
が
良
い
の
か
、
こ
の
よ
う
な

課
題
解
決
に
は
･
･
･
そ
う
、
想
像
力

が
必
要
な
の
で
す
。

　
も
し
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
を
使
い
続
け
て
い
た
ら
･

･
･
？
確
か
に
そ
れ
ら
自
体
は
非
常
に

便
利
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
自
分
で
考
え
る
前
に
、
ま

ず
検
索
。
そ
の
便
利
さ
に
依
存
し
続
け

る
と
、
そ
の
う
ち
「
想
像
力
」
の
な
い

大
人
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　
さ
あ
、
手
元
の
ス
マ
ホ
を
一
冊
の
本

に
変
え
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
が
秘
め
て

い
る
、
そ
の
無
限
の
可
能
性
は
、
そ
の

本
に
眠
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ゆ
っ
く
り
と
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
、
頭
の

中
を
鮮
や
か
な
色
彩
で
い
っ
ぱ
い
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
い
た
く
て

あ
い
た
く
て

あ
い
た
く
て

あ
い
た
く
て
･
･
･

き
ょ
う
も
　
わ
た
げ
を
　
と
ば
し
ま
す

今
年
度
の
「
少
年
の
主
張
」
安
中
市
大

会
お
よ
び
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
地
区
文
化
祭
・
地
区
生
涯
学
習
の

つ
ど
い
な
ど
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と

し
ま
す
。

生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.167

令
和
元
年
度

　第
41
回
「
少
年
の
主
張
」
安
中
市
大
会

　最
優
秀
賞
作
品

「
詩
か
ら
学
ぶ
想
像
力
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
井
田
南
中
学
校

　三
年

　小
島

　未
大
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児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

　
　
　
　現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
受
給
者
は
、
毎

年
６
月
に
「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で

す
。
現
況
届
は
受
給
者
や
児
童
の
状
況
な

ど
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

提
出
期
間
▼ 

６
月
30
日（
火
）ま
で

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
集
団
感
染

予
防
対
策
と
し
て
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
確
認
の
う
え
、
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
▼
現
況
届（
６
月
上
旬
に
対
象
者

あ
て
に
郵
送
し
ま
す
）

※
申
立
書
な
ど
の
提
出
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て
▼

児
童
手
当
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

受
付
・
問
合
せ
▼

□本 

子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係

（
☎
内
線
１
１
６
１
）

□松 

住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係

（
☎
内
線
２
１
５
３
）

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

INFORMATION市民
インフォメーション

▲安中青年会議所の皆さんから消毒液および消毒スプレーが
　寄附されました。大切に使わせていただきます。

安中市役所　〒379-0192 安中市安中一丁目 23-13 
TEL  382-1111　FAX 381-0503　HP:  https : //www.c i ty .annaka. lg . jp　E-mai l :  kouhou@city .annaka. lg . jp

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
278

65
343

男 
249

38
287

女    
22,168

6,474
28,642

男    
21,683

6,218
27,901

合　計 57,173人　世帯数 24,754   （令和2年4月末日現在）

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

市
内
の
ス
ケ
ー
ト
場

市
内
の
ス
ケ
ー
ト
場

横川スケート場　昭和44年撮影

　
今
回
は
、
今
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
風
景
を
紹
介
し
ま
す
。

　
安
中
市
下
磯
部
の
馬
場
で
は
、
明
治
初

年
か
ら
昭
和
13
年（
１
９
３
８
）ま
で
、
碓

氷
川
を
せ
き
止
め
て
氷
を
切
り
出
し
て
い

ま
し
た
。
当
時
の
安
中
市
内
の
冬
は
今
よ

り
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
寒
さ
を
利
用
し
安
中
市
で
は
、
昭

和
36
年
に
下
磯
部
の
柵
橋
の
下
に
ス
ケ
ー

ト
場
を
開
設
し
ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
一

日
1
，
0
0
0
人
の
来
場
者
が
あ
る
ほ
ど

人
気
で
し
た
が
、
昭
和
43
年
に
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

　
松
井
田
町
原
で
も
、
地
元
の
観
光
協
会

に
よ
り
昭
和
37
年
に
横
川
ス
ケ
ー
ト
場
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
一
周
3
0
0
メ
ー
ト

ル
あ
り
、
格
安
の
料
金
で
一
般
開
放
さ
れ

た
ほ
か
、
小
中
学
校
の
授
業
で
も
使
わ
れ

る
な
ど
、
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
60
年
代
に
入
る
と
気
候
の
変
化

か
ら
結
氷
が
望
め
な
く
な
り
、
昭
和
64
年

に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　安中市には当時の風景や文化を撮影した写真が数多く
残されており、そこには明治から大正、昭和、そして平
成と移りゆく時代の面影が刻まれています。
　今回は市所蔵の写真を中心に古き安中、懐かしき安中
の姿を紹介します。“あの時”を今、想い出してみませんか。

※開催期間は変更する場合があります

まで開催中！

「安中の “ここ、どこだろう ”」

～6月29日（月）まで
参加費▶100 円（観覧料として）

関連イベント

全問正解でオリジナル一筆箋プレゼント！

だ
よ
り

学
習
の
森

№169

令和元年度
「文化財愛護ポスター」

優秀賞（敬称略）
田中涼音

（安中第一中学校2年）

問合せ▼
□本 ・□松 地域包括支援センター（☎内線1188・
2156）

安中市独自の体操、「安
中元気いきいき体操」の
一場面です。両腕は高く
上げ万歳をし、左右交互
に足を一歩前に踏み出し
踏み出したほうの膝を軽
く曲げます（左右２回）。
バランスを崩して転倒し
ないように注意してくだ
さい。
「安中元気いきいき体
操」のDVDの無料配布も
行っています。正しい方
法、詳しい内容は□本 ・□松 
地域包括支援センターま
でお問合せください。

　平成31年1月から令和元年12月までに締結（告示）された
賃貸借における賃借料水準（10aあたり）は、以下のとおり
です。

　この「農地賃借料情報」は農地法第52条の規程に基づ
き、賃借などの動向を示すため作成したものですので、目
安としてご利用ください。
　実際に農地貸借をする場合の賃借料については、対象農
地の状況などを考慮して、お互いの協議のうえ設定してく
ださい。
問合せ▶□本 農業委員会事務局（☎内線1452）

フレイルを
予防しましょう Vol.3

安中市農地賃借料情報

区　分

田

（水稲）

畑

（普通畑）

畑

（こんにゃく）

基盤整備

状況

整備済

未整備

整備済

未整備

整備済

未整備

平均額

（円）

5,300

3,300

13,000

4,900

15,900

9,200

最高額

（円）

6,700

5,100

16,900

10,000

25,000

10,200

最低額

（円）

4,200

3,000

5,000

2,400

6,200

7,000

し
が
ら
み
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児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

　
　
　
　現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
受
給
者
は
、
毎

年
６
月
に
「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で

す
。
現
況
届
は
受
給
者
や
児
童
の
状
況
な

ど
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

提
出
期
間
▼ 

６
月
30
日（
火
）ま
で

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
集
団
感
染

予
防
対
策
と
し
て
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
確
認
の
う
え
、
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
▼
現
況
届（
６
月
上
旬
に
対
象
者

あ
て
に
郵
送
し
ま
す
）

※
申
立
書
な
ど
の
提
出
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て
▼

児
童
手
当
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

受
付
・
問
合
せ
▼

□本 

子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係

（
☎
内
線
１
１
６
１
）

□松 

住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係

（
☎
内
線
２
１
５
３
）
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INFORMATION市民
インフォメーション

▲安中青年会議所の皆さんから消毒液および消毒スプレーが
　寄附されました。大切に使わせていただきます。

安中市役所　〒379-0192 安中市安中一丁目 23-13 
TEL  382-1111　FAX 381-0503　HP:  https : //www.c i ty .annaka. lg . jp　E-mai l :  kouhou@city .annaka. lg . jp

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
278

65
343

男 
249

38
287

女    
22,168

6,474
28,642

男    
21,683

6,218
27,901

合　計 57,173人　世帯数 24,754   （令和2年4月末日現在）

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

市
内
の
ス
ケ
ー
ト
場

市
内
の
ス
ケ
ー
ト
場

横川スケート場　昭和44年撮影

　
今
回
は
、
今
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
風
景
を
紹
介
し
ま
す
。

　
安
中
市
下
磯
部
の
馬
場
で
は
、
明
治
初

年
か
ら
昭
和
13
年（
１
９
３
８
）ま
で
、
碓

氷
川
を
せ
き
止
め
て
氷
を
切
り
出
し
て
い

ま
し
た
。
当
時
の
安
中
市
内
の
冬
は
今
よ

り
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
寒
さ
を
利
用
し
安
中
市
で
は
、
昭

和
36
年
に
下
磯
部
の
柵
橋
の
下
に
ス
ケ
ー

ト
場
を
開
設
し
ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
一

日
1
，
0
0
0
人
の
来
場
者
が
あ
る
ほ
ど

人
気
で
し
た
が
、
昭
和
43
年
に
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

　
松
井
田
町
原
で
も
、
地
元
の
観
光
協
会

に
よ
り
昭
和
37
年
に
横
川
ス
ケ
ー
ト
場
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
一
周
3
0
0
メ
ー
ト

ル
あ
り
、
格
安
の
料
金
で
一
般
開
放
さ
れ

た
ほ
か
、
小
中
学
校
の
授
業
で
も
使
わ
れ

る
な
ど
、
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
60
年
代
に
入
る
と
気
候
の
変
化

か
ら
結
氷
が
望
め
な
く
な
り
、
昭
和
64
年

に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　安中市には当時の風景や文化を撮影した写真が数多く
残されており、そこには明治から大正、昭和、そして平
成と移りゆく時代の面影が刻まれています。
　今回は市所蔵の写真を中心に古き安中、懐かしき安中
の姿を紹介します。“あの時”を今、想い出してみませんか。

※開催期間は変更する場合があります

まで開催中！

「安中の “ここ、どこだろう ”」

～6月29日（月）まで
参加費▶100 円（観覧料として）

関連イベント

全問正解でオリジナル一筆箋プレゼント！

だ
よ
り

学
習
の
森

№169

令和元年度
「文化財愛護ポスター」

優秀賞（敬称略）
田中涼音

（安中第一中学校2年）

問合せ▼
□本 ・□松 地域包括支援センター（☎内線1188・
2156）

安中市独自の体操、「安
中元気いきいき体操」の
一場面です。両腕は高く
上げ万歳をし、左右交互
に足を一歩前に踏み出し
踏み出したほうの膝を軽
く曲げます（左右２回）。
バランスを崩して転倒し
ないように注意してくだ
さい。
「安中元気いきいき体
操」のDVDの無料配布も
行っています。正しい方
法、詳しい内容は□本 ・□松 
地域包括支援センターま
でお問合せください。

　平成31年1月から令和元年12月までに締結（告示）された
賃貸借における賃借料水準（10aあたり）は、以下のとおり
です。

　この「農地賃借料情報」は農地法第52条の規程に基づ
き、賃借などの動向を示すため作成したものですので、目
安としてご利用ください。
　実際に農地貸借をする場合の賃借料については、対象農
地の状況などを考慮して、お互いの協議のうえ設定してく
ださい。
問合せ▶□本 農業委員会事務局（☎内線1452）

フレイルを
予防しましょう Vol.3

安中市農地賃借料情報

区　分

田

（水稲）

畑

（普通畑）

畑

（こんにゃく）

基盤整備

状況

整備済

未整備

整備済

未整備

整備済

未整備

平均額

（円）

5,300

3,300

13,000

4,900

15,900

9,200

最高額

（円）

6,700

5,100

16,900

10,000

25,000

10,200

最低額

（円）

4,200

3,000

5,000

2,400

6,200

7,000

し
が
ら
み
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地域おこし協力隊
活動報告 Vol.25

　地域おこし協力隊の後藤です。
　新型ウイルスの影響により、企画していたイ
ベントも次々と中止となってしまいました。
着々と準備を進めていただけに非常に残念で
す。そんな中、いつもお世話になっている鉄道
OBや地域の人との繋がりを頼りに、横川周辺
の昔の写真を集めてデータ化する作業を進めて
います。
　眠っていた写真を活かして後世に残すと同時
に、多くの人にご覧いただけるようなギャラ
リーを鉄道文化むら内に開設できるように準備
を進めています。
　これまで鉄道文化むらをはじめとする様々な
取り組みに携わってまいりましたが、私の任期
もあと少し。
お世話になっ
た人たちへの
恩返しをしな
がら、残りの
活動に取り組
んでいきたい
と思います。

農
地
の
転
用
・
売
買
・
貸
借
に

は
、
「
農
地
法
」
の
許
可
が
必
要

で
す

農
地
転
用
と
は
？

 

農
地
を
農
地
以
外
に
す
る
こ
と
で
す
。
す

な
わ
ち
住
宅
用
地
や
店
舗
用
地
、
資
材
置
き

場
、
駐
車
場
、
山
林
な
ど
の
用
地
に
転
換
す

る
場
合
に
は
、
農
地
法
第
４
条
ま
た
は
第
５

条
の
申
請
に
よ
る
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す（
農
業
振
興
地
域
内
農
用
地
区
域
内

農
地
、
い
わ
ゆ
る
「
青
地
」
の
ま
ま
で
は
原

則
と
し
て
転
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
）。

農
地
を
一
時
的
に
利
用
す
る
場
合
は
？

 

一
時
的
に
資
材
置
き
場
、
土
採
取
場
な
ど

と
し
て
利
用
す
る
場
合
や
、
建
設
残
土
な
ど

に
よ
り
田
・
畑
を
埋
め
立
て
て
農
地
造
成
を

す
る
場
合
も
転
用
に
な
り
、
許
可
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
事
業
完
了
後
は
、
農
地
へ
の
復

元
が
許
可
の
条
件
と
な
り
ま
す
。

許
可
を
受
け
な
い
で
無
断
転
用
し
た
ら
？

 

農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
、
工
事

の
中
止
や
、
原
状
回
復
な
ど
の
命
令
が
な
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
３
年
以
下

の
懲
役
や
３
百
万
円（
法
人
１
億
円
）以
下
の

罰
金
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

農
地
を
売
買
・
貸
借
す
る
場
合
は
？

 

耕
作
を
目
的
と
し
た
農
地
の
売
買
、
貸
借

を
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
第
３
条
等
の
申

請
に
よ
る
許
可
が
必
要
で
す
。

申
請
窓
口
…
□本 

農
業
委
員
会
事
務
局

申
請
期
間
…
毎
月
10
日
締
め（
休
日
の
場
合

は
翌
開
庁
日
）

※
申
請
書
様
式
は
□本 

農
業
委
員
会
窓
口
ま
た

る
ま
で（
標
準
的
な
接
種
年
齢
は
初
回
：
３

歳
、
追
加
：
４
歳
）

※
３
歳
未
満
は
接
種
量
が
半
分
と
な
り
ま
す

接
種
回
数
▼
初
回
：
２
回
　
追
加
：
１
回

第
２
期

対
象
者
▼
満
９
歳
〜
13
歳
未
満（
標
準
的
な

接
種
時
期
は
小
学
４
年
生
）

接
種
回
数
▼
１
回

特
例
措
置
①

対
象
者
▼

平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
ま
で

※
20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
と
特
例
措
置
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん

接
種
回
数
▼
第
１
期（
３
回
）と
第
２
期（
１

回
）の
計
４
回
接
種
の
う
ち
未
接
種
分

特
例
措
置
②

対
象
者
▼
平
成
19
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年

10
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
公
費
で
の
接
種
期
間
は
満
９
歳
以
上
13
歳

未
満

接
種
回
数
▼

第
１
期
の
３
回
接
種
の
う
ち
未
接
種
分

【
接
種
に
必
要
な
も
の
】
予
診
票
・
母
子
手

帳
・
保
険
証

【
予
診
票
に
つ
い
て
】
予
診
票
が
な
い
場
合

は
、
□本 

健
康
づ
く
り
課
・
□松 

住
民
福
祉
課
の

窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
そ
の
際
、
接
種
歴
の

確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
を
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
第
２
期
の
予
診
票
に
つ
い
て
で
す

が
、
平
成
19
年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降
の
人

に
は
、
毎
年
小
学
４
年
生
の
４
月
頃
に
個
別

に
郵
送
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種（
任
意
）

　
　
　
　
　
公
費
助
成
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
乳
幼
児
の
お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防

接
種（
任
意
）に
お
い
て
公
費
助
成
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

対
象
者
▼
満
１
歳
か
ら
５
歳
未
満（
１
歳
の

誕
生
日
か
ら
５
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

助
成
回
数
▼
１
人
１
回
の
み
無
料

接
種
場
所
▼
市
内
指
定
医
療
機
関（
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

予
診
票
の
配
布
方
法
▼
予
防
接
種
を
希
望
す

る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
□本 

健
康
づ
く
り

課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
の
窓
口
で
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
助
成
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
た
後
に
、
予
診
票
を
お
渡
し
し

ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼
母
子
手
帳
・
印
鑑

（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

問
合
せ
▼

□本 
健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

（
☎
内
線
２
１
５
１
）

令
和
２
年
度
の
各
種
検
診
が

　
　
６
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

　
５
月
下
旬
に
、
今
年
度
の
検
診
対
象
者
全

員
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で
「
受
診
シ
ー

ル
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
希
望
の
検
診
に

つ
い
て
シ
ー
ル
の
同
封
案
内
を
ご
覧
に
な

り
、
集
団
検
診
ま
た
は
個
別
検
診
の
ど
ち
ら

か
を
選
ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
の

際
は
「
受
診
シ
ー
ル
」
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係（
☎

内
線
１
１
７
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
合
せ
▼

□本 

農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係

（
☎
内
線
１
４
５
３
）

新
院
長
就
任
お
よ
び

　
　
　
　
医
師
着
任
の
お
知
ら
せ

　
公
立
碓
氷
病
院
で
は
、
新
年
度
か
ら
新
た

な
院
長
と
医
師
を
迎
え
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

新
院
長
▼

医
師
▼

※
眼
科
は
今
年
度
よ
り
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
毎
日
診
察
を
実
施
し
て
い
ま
す（
火
曜

日
午
後
は
休
診
）。

　
新
体
制
の
下
、
地
域
医

療
の
発
展
の
た
め
力
を
尽

く
し
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

広
報
誌
「
う
す
い
」
17
号

　
　
　
　
　
　
発
行
の
お
知
ら
せ

　
公
立
碓
氷
病
院
で
は
、
5
月
下
旬
頃
に
広

報
誌
「
う
す
い
」
17
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
新
院
長
の
あ
い
さ
つ
や
当
院
か
ら
の
お
知

ら
せ
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
院
内
や
市
内
施
設
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼

公
立
碓
氷
病
院

（
☎
３
8
5

－

8
2
2
1
）

子
ど
も
の
里
親
に

　
　
　
　
　
な
り
ま
せ
ん
か

　
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
家

族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
誠
意

を
も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
西
部
児
童
相
談
所（
高
崎
市
高
松
町
６
）

は
、
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
が
相
談
や
里
親

と
交
流
で
き
る
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
ご

希
望
に
よ
り
、
里
親
制
度
の
説
明
も
行
い
ま

す
。

日
時
▼

６
月
11
日（
木
）午
前
10
時
〜
正
午

会
場
▼
高
崎
市
役
所
　
中
2
階
ロ
ビ
ー

対
象
▼
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
や
養
子
縁
組

を
検
討
し
て
い
る
人（
高
崎
市
以
外
に
お
住

ま
い
の
人
も
含
み
ま
す
）

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
直
接
会
場
へ

問
合
せ
▼

群
馬
県
西
部
児
童
相
談
所

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
４
９
８
）

日
本
脳
炎

　
　
定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
受
け
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
特
に
、
特
例
措
置
に
該
当
す
る

年
齢
の
人
は
、
母
子
手
帳
を
も
う
一
度
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
対
象
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
料（
公
費

負
担
）で
接
種
で
き
ま
す
。

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
接
種

後
の
副
反
応
の
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま

で
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
新
ワ
ク
チ
ン（
乾
燥
細
胞
培

養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
）が
導
入
さ
れ
、
積

極
的
な
接
種
勧
奨
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
次
の
特
例
措
置
に
該
当
す
る

年
齢
の
人
は
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種（
第

１
期
・
第
２
期
合
わ
せ
て
計
４
回
）を
受
け

る
機
会
を
逃
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
母
子
手
帳
な
ど
を
確
認
し
、
不
足
が
あ

れ
ば
早
め
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

第
１
期

対
象
者
▼
生
後
６
ヶ
月
〜
７
歳
６
ヶ
月
に
至

　市民課
休日窓口開設日
6月7日・21日　7月5日

午前８時30 分～正午
業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書
　の発行

本

三井　健揮

診療科　内科

（専門　血液内科）

須田　考一

診療科　眼科

今月の手話で伝えようは【虹】です。

解説
手話で数字の7を表し、空に虹がかかっているように
左から右に動かす。

（安中市立秋間小学校長　　木口敦子）

手話で伝えよう Vol.18

（公立碓氷病院ホームページ）
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地域おこし協力隊
活動報告 Vol.25

　地域おこし協力隊の後藤です。
　新型ウイルスの影響により、企画していたイ
ベントも次々と中止となってしまいました。
着々と準備を進めていただけに非常に残念で
す。そんな中、いつもお世話になっている鉄道
OBや地域の人との繋がりを頼りに、横川周辺
の昔の写真を集めてデータ化する作業を進めて
います。
　眠っていた写真を活かして後世に残すと同時
に、多くの人にご覧いただけるようなギャラ
リーを鉄道文化むら内に開設できるように準備
を進めています。
　これまで鉄道文化むらをはじめとする様々な
取り組みに携わってまいりましたが、私の任期
もあと少し。
お世話になっ
た人たちへの
恩返しをしな
がら、残りの
活動に取り組
んでいきたい
と思います。

農
地
の
転
用
・
売
買
・
貸
借
に

は
、
「
農
地
法
」
の
許
可
が
必
要

で
す

農
地
転
用
と
は
？

 

農
地
を
農
地
以
外
に
す
る
こ
と
で
す
。
す

な
わ
ち
住
宅
用
地
や
店
舗
用
地
、
資
材
置
き

場
、
駐
車
場
、
山
林
な
ど
の
用
地
に
転
換
す

る
場
合
に
は
、
農
地
法
第
４
条
ま
た
は
第
５

条
の
申
請
に
よ
る
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す（
農
業
振
興
地
域
内
農
用
地
区
域
内

農
地
、
い
わ
ゆ
る
「
青
地
」
の
ま
ま
で
は
原

則
と
し
て
転
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
）。

農
地
を
一
時
的
に
利
用
す
る
場
合
は
？

 

一
時
的
に
資
材
置
き
場
、
土
採
取
場
な
ど

と
し
て
利
用
す
る
場
合
や
、
建
設
残
土
な
ど

に
よ
り
田
・
畑
を
埋
め
立
て
て
農
地
造
成
を

す
る
場
合
も
転
用
に
な
り
、
許
可
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
事
業
完
了
後
は
、
農
地
へ
の
復

元
が
許
可
の
条
件
と
な
り
ま
す
。

許
可
を
受
け
な
い
で
無
断
転
用
し
た
ら
？

 

農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
、
工
事

の
中
止
や
、
原
状
回
復
な
ど
の
命
令
が
な
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
３
年
以
下

の
懲
役
や
３
百
万
円（
法
人
１
億
円
）以
下
の

罰
金
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

農
地
を
売
買
・
貸
借
す
る
場
合
は
？

 

耕
作
を
目
的
と
し
た
農
地
の
売
買
、
貸
借

を
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
第
３
条
等
の
申

請
に
よ
る
許
可
が
必
要
で
す
。

申
請
窓
口
…
□本 

農
業
委
員
会
事
務
局

申
請
期
間
…
毎
月
10
日
締
め（
休
日
の
場
合

は
翌
開
庁
日
）

※
申
請
書
様
式
は
□本 

農
業
委
員
会
窓
口
ま
た

る
ま
で（
標
準
的
な
接
種
年
齢
は
初
回
：
３

歳
、
追
加
：
４
歳
）

※
３
歳
未
満
は
接
種
量
が
半
分
と
な
り
ま
す

接
種
回
数
▼
初
回
：
２
回
　
追
加
：
１
回

第
２
期

対
象
者
▼
満
９
歳
〜
13
歳
未
満（
標
準
的
な

接
種
時
期
は
小
学
４
年
生
）

接
種
回
数
▼
１
回

特
例
措
置
①

対
象
者
▼

平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
ま
で

※
20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
と
特
例
措
置
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん

接
種
回
数
▼
第
１
期（
３
回
）と
第
２
期（
１

回
）の
計
４
回
接
種
の
う
ち
未
接
種
分

特
例
措
置
②

対
象
者
▼
平
成
19
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年

10
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
公
費
で
の
接
種
期
間
は
満
９
歳
以
上
13
歳

未
満

接
種
回
数
▼

第
１
期
の
３
回
接
種
の
う
ち
未
接
種
分

【
接
種
に
必
要
な
も
の
】
予
診
票
・
母
子
手

帳
・
保
険
証

【
予
診
票
に
つ
い
て
】
予
診
票
が
な
い
場
合

は
、
□本 

健
康
づ
く
り
課
・
□松 

住
民
福
祉
課
の

窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
そ
の
際
、
接
種
歴
の

確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
を
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
第
２
期
の
予
診
票
に
つ
い
て
で
す

が
、
平
成
19
年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降
の
人

に
は
、
毎
年
小
学
４
年
生
の
４
月
頃
に
個
別

に
郵
送
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種（
任
意
）

　
　
　
　
　
公
費
助
成
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
乳
幼
児
の
お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防

接
種（
任
意
）に
お
い
て
公
費
助
成
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

対
象
者
▼
満
１
歳
か
ら
５
歳
未
満（
１
歳
の

誕
生
日
か
ら
５
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

助
成
回
数
▼
１
人
１
回
の
み
無
料

接
種
場
所
▼
市
内
指
定
医
療
機
関（
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

予
診
票
の
配
布
方
法
▼
予
防
接
種
を
希
望
す

る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
□本 

健
康
づ
く
り

課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
の
窓
口
で
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
助
成
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
た
後
に
、
予
診
票
を
お
渡
し
し

ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼
母
子
手
帳
・
印
鑑

（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

（
☎
内
線
２
１
５
１
）

令
和
２
年
度
の
各
種
検
診
が

　
　
６
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

　
５
月
下
旬
に
、
今
年
度
の
検
診
対
象
者
全

員
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で
「
受
診
シ
ー

ル
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
希
望
の
検
診
に

つ
い
て
シ
ー
ル
の
同
封
案
内
を
ご
覧
に
な

り
、
集
団
検
診
ま
た
は
個
別
検
診
の
ど
ち
ら

か
を
選
ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
の

際
は
「
受
診
シ
ー
ル
」
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係（
☎

内
線
１
１
７
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
合
せ
▼

□本 

農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係

（
☎
内
線
１
４
５
３
）

新
院
長
就
任
お
よ
び

　
　
　
　
医
師
着
任
の
お
知
ら
せ

　
公
立
碓
氷
病
院
で
は
、
新
年
度
か
ら
新
た

な
院
長
と
医
師
を
迎
え
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

新
院
長
▼

医
師
▼

※
眼
科
は
今
年
度
よ
り
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
毎
日
診
察
を
実
施
し
て
い
ま
す（
火
曜

日
午
後
は
休
診
）。

　
新
体
制
の
下
、
地
域
医

療
の
発
展
の
た
め
力
を
尽

く
し
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

広
報
誌
「
う
す
い
」
17
号

　
　
　
　
　
　
発
行
の
お
知
ら
せ

　
公
立
碓
氷
病
院
で
は
、
5
月
下
旬
頃
に
広

報
誌
「
う
す
い
」
17
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
新
院
長
の
あ
い
さ
つ
や
当
院
か
ら
の
お
知

ら
せ
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
院
内
や
市
内
施
設
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼

公
立
碓
氷
病
院

（
☎
３
8
5

－

8
2
2
1
）

子
ど
も
の
里
親
に

　
　
　
　
　
な
り
ま
せ
ん
か

　
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
家

族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
誠
意

を
も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
西
部
児
童
相
談
所（
高
崎
市
高
松
町
６
）

は
、
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
が
相
談
や
里
親

と
交
流
で
き
る
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
ご

希
望
に
よ
り
、
里
親
制
度
の
説
明
も
行
い
ま

す
。

日
時
▼

６
月
11
日（
木
）午
前
10
時
〜
正
午

会
場
▼
高
崎
市
役
所
　
中
2
階
ロ
ビ
ー

対
象
▼
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
や
養
子
縁
組

を
検
討
し
て
い
る
人（
高
崎
市
以
外
に
お
住

ま
い
の
人
も
含
み
ま
す
）

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
直
接
会
場
へ

問
合
せ
▼

群
馬
県
西
部
児
童
相
談
所

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
４
９
８
）

日
本
脳
炎

　
　
定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
受
け
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
特
に
、
特
例
措
置
に
該
当
す
る

年
齢
の
人
は
、
母
子
手
帳
を
も
う
一
度
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
対
象
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
料（
公
費

負
担
）で
接
種
で
き
ま
す
。

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
接
種

後
の
副
反
応
の
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま

で
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
新
ワ
ク
チ
ン（
乾
燥
細
胞
培

養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
）が
導
入
さ
れ
、
積

極
的
な
接
種
勧
奨
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
次
の
特
例
措
置
に
該
当
す
る

年
齢
の
人
は
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種（
第

１
期
・
第
２
期
合
わ
せ
て
計
４
回
）を
受
け

る
機
会
を
逃
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
母
子
手
帳
な
ど
を
確
認
し
、
不
足
が
あ

れ
ば
早
め
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

第
１
期

対
象
者
▼
生
後
６
ヶ
月
〜
７
歳
６
ヶ
月
に
至

　市民課
休日窓口開設日
6月7日・21日　7月5日

午前８時30 分～正午
業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書
　の発行

本

三井　健揮

診療科　内科

（専門　血液内科）

須田　考一

診療科　眼科

今月の手話で伝えようは【虹】です。

解説
手話で数字の7を表し、空に虹がかかっているように
左から右に動かす。

（安中市立秋間小学校長　　木口敦子）

手話で伝えよう Vol.18

（公立碓氷病院ホームページ）
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行　　事　　名

●［中止］体育施設利用者調整会議
　（7～9 月）
　・旧安中市屋外施設
　　□ス 18:30～
　・旧松井田町屋内外施設
　　□松 18:30～
●［中止］体育施設利用者調整会議
　（7～9 月）
　・旧安中市屋内施設
　　□ス 18:30～
● 令和 2 年度群馬県総合防災訓練
　第 1 回全体会議
　文化センター　ホール　13:30～16:00
● 第 2 回安中市議会定例会
　開会（予定）　9:00～

● 第 2 回安中市議会定例会
　総務文教常任委員会（予定）9:00～
● 第 2 回安中市議会定例会
　福祉民生常任委員会（予定）9:00～
● 安中地区安全運転管理者法定講習会
　文化センター　ホール　12:00～17:20
● 第 2 回安中市議会定例会
　経済建設常任委員会（予定）9:00～

恵みの湯　 6/2・16　7/7
峠の湯　 6/9・23　7/14
鉄道文化むら　 6/2・9・16・23・30　7/7・14
文化センター（※は図書館のみ休館です）
 6/2・9・16・23・29※・30
 7/7・14
文化会館　 6/1・8・15・22・29・30
 7/6・13
碓氷川熱帯植物園　6/2・9・16・23・30　7/7・14

スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 6/1・8※・15・22※・29※
 7/6・13※
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
　 6/2・9・16・23・30
 7/1※・2※・7・14
いきいき長寿センター　6/1・8・15・22・29
　　　　　　　　　7/6・13
※新型コロナウイルス感染症防止のため、臨時休業に
　なる場合があります。

日

1
2
3

4

5

6
7
8
9

10

11

12
13

日
14
15

16

17
18

19
20
21
22
23
24
25

26
27
28
29
30

1
2
3

4
5
6
7

曜日
日
月

火

水
木

金
土
日
月
火
水
木

金
土
日
月
火

水
木
金

土
日
月
火

行　　事　　名

● 第 2 回安中市議会定例会
　一般質問（予定）9:00～
● 第 2 回安中市議会定例会
　一般質問（予定）9:00～

● 第 2 回安中市議会定例会
　閉会（予定）9:00～

● 第 6 回農業委員会総会
　□本 201 会議室　13:30～

● 猟銃等取扱講習会
　文化センター　3 階大会議室
　13:20～

行事カレンダー 6月１日 ▼7月１５日
曜日

水
木
金
土
日
月
火
水

日
8
9

10
11
12
13
14
15

行　　事　　名

● 夏の県民交通安全運動（7/11～20）

6 月
曜日

月
火
水

木

金

土
日
月
火

水

木

金
土

休館のご案内

INFORMATION市民 INFORMATION市民

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です。

7 月

相 談 案 内 6月１日 ▼7月１５日

（6月1日～7月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎385－4401】 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、相談が中止になる場合があります。
実施については、各種相談により異なります。今後の予定は市ホームページをご覧ください。

6　　月 7　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日

12・1・3
15・11・6
13・21・7
14・25・4
10・24・17
20・19・18
23・2・22
9・8・5
16・1・3
12・11・6
15・21・7
13・25・4
14・24・17
10・19・18
20・2・22

23・8・5
9・1・3
16・11・6
12・21・7
15・25・4
13・24・17
14・19・18
10・2・22
20・8・5
2 3・1・3
9・11・6
16・21・7
12・25・4
15・24・17
13・19・18

14・2・22
10・8・5
2 0・1・3
23・11・6
9・21・7
16・25・4
12・24・17
15・19・18
13・2・22
14・8・5
10・1・3
20・11・6
23・21・7
9・25・4
16・24・17

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工　　　382-9433
㈲入沢電気商会　382-1609
㈲内堀設備工事　393-0157
㈲黒須設備工業 381-1148
群栄工業㈱ 393-1012
児玉工業㈲ 393-3118
㈲佐藤商店 395-2323
佐藤燃料㈱ 381-1111
㈲渋谷設備 381-1262
㈲ジーワイ燃設　382-2891
㈲須藤工業 388-1178
㈲武美工業 382-5061
㈲田中工作所 385-4126

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

㈱半田組 　   385-8374
㈲福美商事 　   381-0293
㈲松本住設 　   385-6278
㈱茂木設備　 　   381-6616
㈲山田タイル工業　   381-0075
㈱ヤマハチ・クボニワ　381-0435
㈱ユタカ 　   385-7647
オオカワラ住器    　382-1987
㈱反町備工 　   384-2058
第一設備工業㈲   　　385-8769
㈱フェニックス　   　382-5262
㈱白坂工業　　　　   382-4710

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 6/4・18　7/2　 9 時～ 11 時 30 分
□松  6/1　7/6　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分
□松  毎週金曜日（祝日を除く）　14 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 6/2　7/7　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1195）
（65 歳未満）  □本　　 福祉課（☎内線 1155）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分成年後見制度に関する相談

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）□本　　 6/5・19　7/3　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時
□本　　 6/2・16　7/7　13 時 30 分～ 16 時

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

労働相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター　第 2 木曜日 地域福祉支援センター（☎382－8397）

　市役所□本 、□松 、
各地区の公民館・
生涯学習センター
に、皆さんの声を
お聞きするため、

「市民の声」を投稿できるポスト
を配置しています。
　皆さんが日ごろ感じていること
やご意見などをぜひお聞かせくだ
さい。

皆さんの声を
お待ちしています

※「zoom up」と「ガイド（安中市
文化センター/松井田文化会館）」は
休載します。ご了承ください。

（市ホームページ）
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行　　事　　名

●［中止］体育施設利用者調整会議
　（7～9 月）
　・旧安中市屋外施設
　　□ス 18:30～
　・旧松井田町屋内外施設
　　□松 18:30～
●［中止］体育施設利用者調整会議
　（7～9 月）
　・旧安中市屋内施設
　　□ス 18:30～
● 令和 2 年度群馬県総合防災訓練
　第 1 回全体会議
　文化センター　ホール　13:30～16:00
● 第 2 回安中市議会定例会
　開会（予定）　9:00～

● 第 2 回安中市議会定例会
　総務文教常任委員会（予定）9:00～
● 第 2 回安中市議会定例会
　福祉民生常任委員会（予定）9:00～
● 安中地区安全運転管理者法定講習会
　文化センター　ホール　12:00～17:20
● 第 2 回安中市議会定例会
　経済建設常任委員会（予定）9:00～

恵みの湯　 6/2・16　7/7
峠の湯　 6/9・23　7/14
鉄道文化むら　 6/2・9・16・23・30　7/7・14
文化センター（※は図書館のみ休館です）
 6/2・9・16・23・29※・30
 7/7・14
文化会館　 6/1・8・15・22・29・30
 7/6・13
碓氷川熱帯植物園　6/2・9・16・23・30　7/7・14

スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 6/1・8※・15・22※・29※
 7/6・13※
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
　 6/2・9・16・23・30
 7/1※・2※・7・14
いきいき長寿センター　6/1・8・15・22・29
　　　　　　　　　7/6・13
※新型コロナウイルス感染症防止のため、臨時休業に
　なる場合があります。
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行　　事　　名

● 第 2 回安中市議会定例会
　一般質問（予定）9:00～
● 第 2 回安中市議会定例会
　一般質問（予定）9:00～

● 第 2 回安中市議会定例会
　閉会（予定）9:00～

● 第 6 回農業委員会総会
　□本 201 会議室　13:30～

● 猟銃等取扱講習会
　文化センター　3 階大会議室
　13:20～

行事カレンダー 6月１日 ▼7月１５日
曜日
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木
金
土
日
月
火
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日
8
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● 夏の県民交通安全運動（7/11～20）

6 月
曜日

月
火
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木

金

土
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月
火

水

木

金
土

休館のご案内

INFORMATION市民 INFORMATION市民

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です。

7 月

相 談 案 内 6月１日 ▼7月１５日

（6月1日～7月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎385－4401】 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、相談が中止になる場合があります。
実施については、各種相談により異なります。今後の予定は市ホームページをご覧ください。

6　　月 7　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日

12・1・3
15・11・6
13・21・7
14・25・4
10・24・17
20・19・18
23・2・22
9・8・5
16・1・3
12・11・6
15・21・7
13・25・4
14・24・17
10・19・18
20・2・22

23・8・5
9・1・3
16・11・6
12・21・7
15・25・4
13・24・17
14・19・18
10・2・22
20・8・5
2 3・1・3
9・11・6
16・21・7
12・25・4
15・24・17
13・19・18

14・2・22
10・8・5
2 0・1・3
23・11・6
9・21・7
16・25・4
12・24・17
15・19・18
13・2・22
14・8・5
10・1・3
20・11・6
23・21・7
9・25・4
16・24・17

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工　　　382-9433
㈲入沢電気商会　382-1609
㈲内堀設備工事　393-0157
㈲黒須設備工業 381-1148
群栄工業㈱ 393-1012
児玉工業㈲ 393-3118
㈲佐藤商店 395-2323
佐藤燃料㈱ 381-1111
㈲渋谷設備 381-1262
㈲ジーワイ燃設　382-2891
㈲須藤工業 388-1178
㈲武美工業 382-5061
㈲田中工作所 385-4126

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

㈱半田組 　   385-8374
㈲福美商事 　   381-0293
㈲松本住設 　   385-6278
㈱茂木設備　 　   381-6616
㈲山田タイル工業　   381-0075
㈱ヤマハチ・クボニワ　381-0435
㈱ユタカ 　   385-7647
オオカワラ住器    　382-1987
㈱反町備工 　   384-2058
第一設備工業㈲   　　385-8769
㈱フェニックス　   　382-5262
㈱白坂工業　　　　   382-4710

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 6/4・18　7/2　 9 時～ 11 時 30 分
□松  6/1　7/6　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分
□松  毎週金曜日（祝日を除く）　14 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 6/2　7/7　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1195）
（65 歳未満）  □本　　 福祉課（☎内線 1155）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分成年後見制度に関する相談

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）□本　　 6/5・19　7/3　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時
□本　　 6/2・16　7/7　13 時 30 分～ 16 時

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

労働相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター　第 2 木曜日 地域福祉支援センター（☎382－8397）

　市役所□本 、□松 、
各地区の公民館・
生涯学習センター
に、皆さんの声を
お聞きするため、

「市民の声」を投稿できるポスト
を配置しています。
　皆さんが日ごろ感じていること
やご意見などをぜひお聞かせくだ
さい。

皆さんの声を
お待ちしています

※「zoom up」と「ガイド（安中市
文化センター/松井田文化会館）」は
休載します。ご了承ください。

（市ホームページ）



安中市の公式ツイッターをご利用ください。
https://twitter.com/Annaka_City

みんな元気で　いきいき暮らせる　市民総働のまち　あんなか
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成人年齢引き下げについて
　民法の改正に伴い、令和4年（2022年）4月1日より成人年齢が20歳から18歳に引き下げられますが、安中市

では令和4年度以降の成人式についても、これまで通り20歳を対象年齢とします。

　名称などの変更については今後も検討を行い、具体的に決まりましたら安中市ホームページや広報などで

お知らせします。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　防
止
の
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　成人式を迎える皆さん、新成人スタッフに参加してみません

か？思い出に残る成人式を自分たちの手で創ってみたいと思っ

た人はお気軽にご連絡ください。

成人式日程▶令和3年1月10日（日）
業務内容▶成人式の企画運営、司会、二十歳の意見発表など当
日のほか数回の事前打ち合わせ会議（第1回目　8月中旬開催を予定）を予定しています。

対象・定員▶平成12年4月2日生～平成13年4月1日生の市内在住または本市出身の新成人
10人程度

申込み期限▶７月10日（金）までに電話でお申し込みください。
申込み・問合せ▶□松 生涯学習課社会教育係（☎内線2243）

　昨年度の成人式の様子が安中市のホームページに掲載してありますので、そちらもご参

照ください。

　開催内容については新型コロナウイルスの流行状況を踏まえながら検討し、12月頃に

発送予定の案内状や、広報にてお伝えします。

令和3年成人式
新成人スタッフ募集します

広　告 広　告

広　告


